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非漢字圏日本語学習者に対する漢字指導法の検討

一筆順指導と構造指導一

（あらまし）

松原幸子（姫路獨協大学）

須佐見憲史 (ATR人間情報通信研究所）

大塚作一 (ATR人間情報通信研究所）

母国語の表記にアルファベットを用いる非漢字圏日本語学習者、特に初級学習者にとって、

漢字の字形を認知するということは非常に難しい問題である。外国人に対する日本語教育にお

いて、漢字の字形指導は、これまで、日本人の小学生と同様に、最初期から筆順指導のみによ

って行われてきた。本論では、まず、筆順とともに、偏や妾その他様々な小部分から構成され

ている漢字の構造を指導する方法を考え、それを構造指導と名付けた。次に、構造指導、およ

び、従来通りの筆順指導が、漢字学習の最初期における漢字の字形認知に及ぼす効果について、

漢字再生テストと眼球運動の解析を通して比較検討した。

実験 1では、被験者を 6人ずつAグループ（構造指導による学習の後、筆順指導で学習）と B

グループ（筆順指導による学習の後、構造指導で学習）に分け、指導を行った。各漢字学習後

に実施された漢字再生テストの得点からは、両グループ間に有為な差は検出できなかった。し

かし、両グループとも構造指導直後の漢字再生テストに限り、漢字の一部分が他の漢字の一部

分におきかわって再生される現象がみられた。これは、構造指導により一つの漢字が部分の集

まりとして記憶されたことを示すものである。さらに、眼球運動を解析した結果、 Bグループの

最初の学習直後の注視点分布だけが他と異なる状態を示した。これは、構造に関する知識を伴

わずに筆順のみを学習すると漢字の見方が通常と変化することを示唆している。

続いて実験 2では、非学習者（漢字学習なし）、中級学習者（日本語能カテスト 2級レベル）、

および日本人の眼球運動を測定した。この実験結果からは、実験 1の被験者の構造指導後の注

視点分布は、ーケ所に集中していく傾向にあり、中級学習者の眼球運動に近づくことが確認さ

れた。

以上の結果から、非漢字圏初級学習者に対して、漢字学習最初期から楷造指導を行なうこと

が、漢字の字形認知により効果的であること、また、それによって、中級学習者と同様の漢字

を見る能力が初期の段階から獲得される可能性があることが示唆された。
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1 . 研究の背景及び目的

「漠字は意味の弁別を基本的には視覚が担う (1)。つまり、漢字の

字形が意味の第一次的な鍵なのである。」これは、自らかつて日本

語学習者であって、現在イタリアの大学で日本語教育に携わってい

るトリーニの論文 (1992) の一節である。

漢字には一字一字それぞれ形と音と意味がある。だが、害かれる

べき「文字」であるかぎり、音や意味を含めた漢字の総合的認識は、

まず視覚的に入力された形態情報による字形の認知から始まると考

えられる（海保 1983) 。ここでいう字形の認知とは、視覚的に外

部から入る文字の形態的情報を分析し、人間が自分で内部処理でき

る形に変換することによって、文字を有意味な実体として把握する

ことをいう（野村 1983) 。換言すれば、一つの漢字のなかの一線、

一点のそれぞれのつながりを理解し、自分でその字の形を再構成で

きるように把握することである。

ところが、欧米系非漢字圏学習者、特に初級学習者にとって、漢

字を認知することは非常に難しい（トリーニ 1992) 。それは、あ

る外国語の初級学習者がその外国語の音を弁別したり、発音したり

するときに感じる難しさに類似している（トリーニ 1992) 。欧米

系初級学習者に漠字を見せると、 "Justlines."や、 "Ican not make 

sense of it."という、驚きととまどいの声が聞こえるのはその好例

であろう。欧米系非漠字圏学習者(2)、特に初級学習者にとって、漢

字を認知することが非常に難しい原因として、日本語学習を始める

まで漠字に触れることがほとんどなく、漢字を見ることに慣れてい

ないこと、また、漠字はアルファベットに比べて字形が複雑である

上、文字そのものの構成原理(3)が根本的に異なることなどが挙げら

れる。

日本人の子供は、生まれたときから常に漢字に慣れ親しむ環境の

中で生活している。しかも、小学校、中学校をあわせた義務教育 9

年間で2000字程度の漠字が徐々に習得できるように漠字学習のカリ
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キュラムが組まれている。しかし、実際の日本語教育の現場では、

漠字を見ることに慣れていない非漠字圏学習者に対してであっても、

日本人の子供のように長期間にわたって漢字教育が行なわれること

はない。しかも、現在の日本語教育では漢字の字形や複雑性よりも

「必要性」の方が重視されていて、学習初期からかなり複雑な漢字

を学習する（安藤、坪井 1975)。たとえば、 「英語」という漢字

を例に取ると、日本人小学生は、 「英」を 4年生、 「語」を 2年生

で習う。一方、日本語学習者が用いているある日本語の教科書(4)で

は、それは第二課にすでに提示されている。したがって、たとえ非

漠字圏学習者といえども、早い時期からかなり複雑な漢字を認知す

ることが要求される。このような現実は、日本人の子供に対する漢

字指導法を、非漢字圏学習者の漠字指導にそのまま用いることがで

きないことを示している。また、漢字は日本語のなかで非常に重要

な要素を占めるものである。それは、単に日本語は漢字仮名交じり

文で表記されるという表記上の問題にとどまらない。たとえば、語

彙の面において、日本語に多く存在する同音異義語の識別は、漢字

に強く支えられていることが挙げられよう。これらの点に、漢字に

不慣れな非漠字圏学習者が速やかに複雑な漠字を認知し学んで行く

ことができるような効果的な指導法が必要となる理由が存在するの

である。

それにもかかわらず、石田 (1984) が言及するように、漠字の指

導法は意外に軽視される傾向がある。日本国内を眺めてみると、大

方の日本語教育機関では、文形、表現などのカリキュラムが授業の

大半を占めており、漢字に関しては、漢字が教科書に現われた順に、

それもごく初期の短期間にのみ、提出された漢字の筆順、使い方な

どをていねいに指導するだけで後は学習者の独習にまかせている

（安藤、坪井 1975) という状態が現在も続いている。海外の教育

機関でも教師がいなくてはできない学習活動が優先され、学生は、

漠字の意味、音、訓、筆順を示した教科書傍用の表または練習帳を

用いて自習するのが普通である（石田 1984) 。箪者が1993年4月
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に行なったイタリアの日本語教育機関の現地調査でも、初級から正

規に漢字の時間が設けられているのは、 13校中4校(5)であり、教師

からは「とても漠字になど時間がさけない。学生の自習に任せてい

る。」という声(6)が多く聞かれた。

このように漠字教育については指導法が省みられることが少ない

だけではない。日本語教育において、文型や発音の分野は一般言語

学や英語教育学の研究成果の下に科学的な基礎研究が進み、実際の

指導にもそれがいかされている。だが、漢字をはじめとする文字の

分野は、日本語教育の中で重要な位置を占めるにもかかわらず、一

般言語学や英語教育学の研究の恩恵を受けることができないためか、

指導法研究の理論的裏付けをなす外国人の学習に関する科学的基礎

研究がほとんど行なわれていない。漢字の独習用教材を例に挙げる

と、近年国内では非常に工夫が凝らされた様々なタイプのテキスト

が出版されて来ているが、これらの教材も、日本人の子供の漢字教

材を応用したもの、あるいは、実際の漢字指導経験からの発案で作

成されたものであって、科学的基礎研究にもとづいた漠字指導理論

に拠るものとはいえない。

これに関して、海保 (1990) は「学習者の認知過程への配慮を欠

いた指導法は、学習者に多大の認知的な負荷を課すことになり、結

局は、非効率的なものとなってしまう。」よって、 「外国人の漢字

学習の認知メカニズムを明らかにして、それを踏まえた指導法を開

発する必要がある。」という見解を示し、外国人の漢字学習に関す

る科学的基礎研究の必要性を説いている。

そこで、本研究においては、漠字導入期における非漢字圏学習者

の漠字字形認知に関する問題を取り上げて科学的に検討を行ない、

これまで看過されがちであった外国人の漠字学習に関する科学的基

礎研究の一つとしたい。具体的には、まずどのような指導法が漠字

学習経験がない非漠字圏外国人の漢字字形認知に対して有効かを科

学的に究明し、続いて、それにもとづき、漠字を効果的に導入する

指導法について提案を行ないたい。日本語学習開始まで漠字に触れ
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る機会に恵まれなかった非漠字圏学習者にとって、漠字学習の第一

のステップは漠字の字形認知（以後、漢字認知という語を漢字字形

認知の意味で用いる）である。字形が認知されなければ、正確に書

くことは不可能であるし、その漠字の音や意味を文字という形に結

びつけることもできない。逆に、字形が認知できれば、正確に書く

ことが容易に行なわれ、その文字の音や意味がスムースに形に結び

つき、漠字学習が促進される。さらに、どのような漠字も自分ひと

りで習得していける可能性が開かれる。すなわち、非漢字圏学習者

にとって、漠字の字形認知は読み、書き、意味という全体的な漠字

学習の基礎であるといえるからである。

では、漢字学習経験がない非漢字圏外国人は、一体どのように漠

字を見るのであろうか。 Koga,K. & Groner, R. (1989) は、眼

球運動を用いて 10人のスイス人被験者が漢字をどう見るかという検

証を行なった。その結果から、被験者の注視点は、絵を見る時と同

様に規則性も統一性もなく散在すること、あるいは、鋭い角や一画

の終わり、線が集合する部分という図形的に注目を引きやすい所に

集まることが確認された。この結果は、被験者に一つの漠字がまと

まりがあるものとして見られていないことを示すもので、前述の

「非漠字圏学習者にとって漠字の認知が困難である。」という、 ト

リーニの言を裏付けている。

日本人成人の場合、かなり複雑な漠字でも約 80 msec以上の呈

示時間があれば一つの注視点で漢字認識はほぼ確実に行なわれるこ

とが、実験によって示されている（菱田、野村、吉田 1992) 。こ

れから日本人成人の場合、漢字の認識はただ一つの注視点の短時間

の注視で可能であることがわかる。これは、漢字の記憶表象の検索・ ｀ 
比較・照合過程において、日本人には、高速の漠字認識を成立させ

v 

るメカニズムが作動している（海保 1983) からであると考えられ

る。

それに対して、 Koga,K. & Groner, R. の実験結果は、漠字学習経

験がない非漠字圏外国人は、漠字の見方を獲得していないので（ト

4
 



リーニ 1992) 、漠字をどう見ればいいのか分からないことを示し

ているといえる。ここに、 トリーニ (1992) が主張する、非漢字圏

学習者にとっての漠字を見るという最初の訓練の必要性が存在する。

漠字の字形（書き方）指導は伝統的に筆順指導によって行なわれ

ている。筆順指導とは、漢字を第一画から順に書いていくことによ

って漢字の形と書き方を学習させることである。では、果たしてこ

の筆順指導は導入期の非漢字圏学習者の漢字字形認知に有効に作用

しているのであろうか。

ここで、改めて漠字の形態というものについて考えてみる。海保

(1979、1983) は、漠字の形態としての特徴を二つあげている。

一つは、一個の漠字を構成する要素数の多さであり、もう一つは、

その構成要素を配列する規則によって、要素間の関係がきわめて高

度に構造化されていることである。ただ、その要素の多さゆえに、

漠字の形態の基本要素を一つに定めることは難しい。偏や労という

部首も、勿論基本要素の一つではあるが、それだけが基本要素であ

るとは断定できない。現実にそれぞれの観点から基本要素形を提案

している研究者もいる (7)。この視覚的に一つのまとまりをなす漢字

の形態要素形は、自らチャンキング（一つの漢字をある部分にまと

めて処理すること）を促進し、漠字全体の視覚的情報処理の効率を

あげるうえで効果的な役割を果たしている（海保 1983) 。

そこで、漠字に対する見方が出来ていない非漠字圏学習者に、漠

字の導入期から、一つの漢字をチャンキングしていく能力を育成す

るような指導を行なえば、たとえ複雑な字形の漠字でも形態に対す

る見通しがよくなり、漠字の全体的字形認知能力向上にも有効に働

くのではないかということが考えられる。つまり、漢字を統一的に

見る能力および、漠字の部分構成を把握する能力、漢字を見てその

構造を理解し、自分でチャンキングを行なう能力を育成することが

漠字の全体的字形認知能力向上にも有効に働くのではないかと思わ

れる。それには、高度に構造化されている漠字の構造、漠字形全体

を構成する規則といえるものの把握法を指導する必要がある。この
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ような指導を、現行の筆順指導に対して、今、構造指導と呼ぶ(8)。

構造指導とは、一つの漠字を統一的なものとして見るとともに、同

時に、偏や労、その他小部分の組み合わせによって構成されている

ものとして見ることを指導する方法である。その際、同様の部分が

あらゆる漢字に繰り返し使われていることも示す。勿論、それぞれ

の部分の形成やこれらの部分の再構成は筆順に従って行なう。

一例をあげると、 「漠」は、大きく、左側の「漢」と右側の「漠」

という部分に分かれる。さらに、右側の「漠」は、上部の「漠」と

下部「漠」に分けられる。逆にいえば、 「漢」は、 「漢」と「漢」

からなる「漠」と「漠」の組み合わせで形成されたものである。ま

た、 「嘆」は「漠」のかわりに「口」と「漢」を組み合わせて構成

したものである。このような漢字の構成のとらえかたを指導するこ

とを、ここでは構造指導という。箪順指導も、第一画から秩序をも

って書いていくことを指導するという意味において、広くは構造指

導と位置づけることができる。だが、漢字を学習し始めたばかりの

非漠字圏学習者にとって、筆順に従って学習することから自らその

漠字の構造を見いだすことは不可能であると思われる。

現在の漠字学習は、日本語の授業のなかで教師の指導のもとに行

なわれるものと、独習用のテキストを使用して自習するものと二つ

のタイプがある。しかし、教師の指導によるものであっても、独習

用のテキストによるものであっても、字形認知という問題はほとん

ど注目されることはない。広い意味で漠字の構造指導と考えられる

部首の説明も、通常は学習する漢字が100字を越えた頃からなされ

る(9)。その場合でも、多分に漢字の意味理解を目的としたもので、

字形認知という目的が考慮されているとは考えられない。漢字指導

を行ない、漠字テキストを作成する日本人にとって、漢字の意味や

形、読み方を学習することは重要だと思われるが、字形を認知する

という問題はあまりに当然のことであって、非漠字圏学習者にはそ

れが困難であると気づくことがないからかもしれない。しかし、石

田 (1984) が述べているように、字をあるべき配置の形に書けない
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学習者を教育の現場では多く目にするはずである。それは、単なる

美的観点からの問題ではなくて、学習者の認知にかかわる重要な問

題といえるのではないだろうか。

ここでもう一度繰り返すが、漢字の字形認知が難しいという導入

期の非漢字圏学習者に対して、筆順のみによる現行の漢字指導はそ

の字形認知に有効に作用しているのであろうか。また筆順に則して

正しい形に書けても統一ある文字として学習者に認知されているの

であろうか。学習者の字形認知力育成のために、漢字の見方の指導

を目的とする指導（構造指導）を漢字導入期に行なうべきではない

か。このような問題が生じてくる。

そこで、本研究では、まず前に述べたように漢字構造指導を中心

とする漠字指導と筆順指導のみによる漢字指導との、漢字導入期の

非漠字圏学習者の漠字の字形認知に及ぼす効果の比較を行なう。そ

のなかで、現行の籠順による漢字指導は果たして漠字導入期の非漢

字圏学習者の漠字の字形認知に有効に働いているのか、漠字構造指

導を中心とする漠字指導と筆順指導のみによる漢字指導は、学習者

の認知にそれぞれどう作用しているのかという問題について検討し

たい。続いて、その学習によってどのように学習者の字形認知が変

わったのか、変化した結果ははたして通常の認知の過程上にあるの

かを、日本人や日本語能カテスト 2級程度の非漠字圏外国人、漢字

学習の経験がなくしかも漢字学習を行なわない非漠字圏外国人との

比較において考察したいと思う。

ところで、先述のKoga,K. & Groner, R. (1989) のように、最

近非漢字囮学習者の漠字認知に関する研究を眼球運動を用いて行な

う研究が見られる（福田、井草、平高 1993) 。確かに漠字という

視覚情報を最初に捉えるのは眼である。そして、眼球運動はその眼

から入った視覚情報を処理する脳内の視覚情報処理機能を外部へ反

映するパラメーターであると考えられる。 Notonet al. (1971)は注

視点間を結ぶ軌跡をscanpathと呼んで、それがパターンの記憶．

再現に重要な役割を持つことを示唆している。しかも、現在、眼球
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運動の測定は既に交通工学や医用方面など広範な分野の人間の行動

のメカニズムの解明に役立てられている（山田、福田 1993) 。そ

こで、本研究においても、基礎資料となる学習者の漢字認知を示す

指標として眼球運動をとりあげて検討を進めることにする。

2. 実験 I

一漠字導入期における筆順指導と構造指導の効果一

2 . 1 目的

1 . ではKoga,K. & Groner, R. (1989) の実験を挙げ、漢字学

習経験がない非漠字圏外国人がどのように漠字を見るのかを示した。

その結呆から、一つの漠字がまとまりがあるものとして被験者に見

られていないことが示唆されたが、それが「非漢字圏学習者にとっ

て漢字の認知が困難である。」という、 トリーニの言を裏付けるも

のであることは既に述べた。

日本人の子供に対する国語教育における漠字教育でも、外国人に

対する日本語教育の中での漠字教育でも、伝統的に筆順指導による

字形（書き方）の指導が一般的である。特に、導入期は筆順指導が

中心である。だが、ここでは、漢字導入期の非漢字圏学習者の字形

認知に対する有効な指導法として、 1で述べたような、部首という

特定の概念をこえた広い意味での漢字の構造の把握の仕方を導入期

から指導することの効果と、筆順による漢字指導の効果との比較を

行なう。

被験者をAとB2つのグループにわけ、まず、 Aグループには構造

指導、 Bグループには筆順指導を行なう。すると、構造指導を行な

ったAグループの漠字の字形認知能力の方が筆順指導を行なったB

グループより向上することが予測される。しかし、被験者の数が十

分に多くとれないため、この結呆には被験者の効果（被験者の能力

差）が混入する恐れがある。そこで、被験者の効果を除去し、指導
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の効果のみを検出する目的で、次に、 Aグループには筆順指導、 B

グループには構造指導を行なう。すると、被験者の効果が入らない

ならば、今度は構造指導を行なったBグループの漠字の字形認知能

カの向上が筆順指導を行なったAグループを上まわり、最終的には

AとBのグループの能力は同程度になることが予測される。

本研究においては、基礎資料となる学習者の漢字認知を示す指標

として、眼球運動を用いて検討を進めることを前に述べた。しかし

ながら、眼球運動には、個人差も介入するうえ、課題に対する構え

や動機づけの影響も反映するので、裏付けをより確実なものにする

ために、認知した漠字字形のアウトプットとして実験Iでは漠字再

生テストも行なうこととした。

2. 2 方法

2. 2. 1 被験者

国際電気通信基礎技術研究所 (AdvancedTelecommunications 

Research Institute International以下ATRと表示する）の、非漢字圏

外国人研究員 12人。この被験者をAとB2つのグループに 6人ず

つわけた。

被験者には、実験前に、国籍、年令、視力、現時点までの日本滞

在期間、日本語学習歴、平仮名・片仮名・漢字能力について、アン

ケート調査を行なった。日本語学習歴がある者については、実験の

後で日本語能カテスト 4級の漢字のテストを実施し、漢字認知能力

がないことを客観的に確認した。

被験者の内訳は、 23歳のフランス人男性 3人、 24歳のフラン

ス人男性 1人、 27歳のフランス人女性 1人、 27歳のイタリア人

女性 1人、 32歳のドイツ人男性 1人、 24歳のアメリカ人男性 l

人、 39歳のアメリカ人男性と女性 1人ずつ、 45歳のカナダ人男

性 1人、 25歳の英国人男性 1人である。日本滞在期間は、ほぼ 3

週間から 12週間。全員、視力に問題がなく、日常生活に眼鏡を使
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用することはない。また、英語を母国語としない被験者であっても

全て英語が堪能である。

2 . 2 . 2 装置

ATRの中の研究機関の一つである、 ATR人間情報通信研究所（

ATR Human Information Processing Research Laboratories)が所有

する眼球運動測定装置。

装置の仕様については、山田、魚森、本郷 (1993) に基づき、

以下に述べる。 ATR人間情報通信研究所が所有する眼球運動測定装

置は、 4人の被験者が一度に測定できる多人数両眼眼球運動分析装

置である。本研究ではこの装置で一人ずつ測定を行なった。実験中

の様子を写真2-1に示す。被験者は眼球運動検出用センサーを取り

付けたゴーグルをかけて眼球運動の測定を行なう。眼球運動の検出

方式は、弱い非可視の赤外光を目に照射し、黒目（角膜）の移動に

伴う白目（強膜）と黒目の反射光量の変化を検出する、強膜反射方

式である（図2-1)。ゴーグルの左右両方の眼の部分にそれぞれ上

下二段のセンサーが一つずつ取付けられている。上部のセンサーは

左右の動きを検出するもので、下部のセンサーは上下の動きを検出

するものである。上下両センサー共に、それぞれ 3個の素子が並ぶ。

中央の素子が光源、光源の両脇の素子が受光素子である。眼球に光

源から赤外線を照射すると白目は光を反射するが、黒目は光を吸収

するので反射率が異なる。この差をとれば水平方向出力になり、和

をとれば垂直方向出力となる。この原理の詳細を図2-2に示す。眼

の刺激の呈示はワークステーション（クボタコンピューター、

Titan3000) とPC9801により制御されている。図2-3に本装置とシ

ステムの構成を示す。

2. 2. 3 刺激漢字

実験に使用した漠字は、

（ア）「固」「枯」「栄」「男」「届」「基」「唯」「漢」
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（イ）「困」「棋」「思」「労」「居」「集」「嘆」「油」

（ウ）「個」「勇」「架」「宙」「準」「難」「据」「洪」

これらの漢字は、漢字の部分構成を教え漢字の全体構造の把握法

を指導する構造指導の効果を調べる目的で、漢字全体のパターンと

部分の関係、規則性、画数、複雑性を考慮にいれて選定したもので

ある。ここでは、古、木、期、唯、田、力、由、嘆、届、困、栄の

部分を持つ漠字を選んだ。複雑価は賀集、石原他(1979)から検索し

た。実験統制上、 （ア）と（イ）の漢字は画数、複雑価がほぼ同じ

になるように配慮した。これらの漢字の画数、複雑価に関しては資

料2-1を参照。

2 . 2 . 4 実験構成

実験Iは、漠字再生テスト、漠字学習、眼球運動測定という三つの

よって構成されている。次に、これらについて説明を加える。

(1)漠字再生テスト

このテストは漠字再生テストである。手書き文字に近い教科害体

で書かれた漢字を覆いを被せたままオーバーヘッドプロジェクター

（以下、 O.H.P.という）上に置く。ベルの合図と同時に覆いをとり

7秒間刺激漠字を呈示。 7秒経過後、ベルの合図で再び覆いを被せ

呈示漠字を隠す。それから直ちに、被験者は配布されている用紙に

呈示漠字を再生する。 7秒間刺激漠字を呈示した根拠は、一般成人

日本人がテスト刺激をゆっくり筆順トレースした時間の平均による。

（表2-1を参照。）

テスト 1、 2、 3を通して、再生した字には、書いた方向を示す

矢印とともに書いた順番を記入することを指示した。また、最初に

行なったテスト 1では、再生後、既に知っている漠字や、認知でき

る部分には、印をつけることもあわせて指示した。

(2)漠字学習（構造指導と筆順指導による漠字学習）

学習に先立ち、今回の実験は字形認知に関する実験なので、漠字
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の字形の学習は行なうが、意味や読みは学習しないことを確認して

おいた。

構造指導、筆順指導ともに、 A、B両グループ間の統制をとるため、

予め指導内容を録音しておいたテープを使って漠字指導を行なった。

指導時間は全て 40分に統制した。

指導にあたっては、英語で作製した漢字練習用紙を使用した。漢

字練習用紙の概略は資料2-2に示す。構造指導グループの漢字練習

用紙には、冒頭に漠字の構造の大まかな解説を施した後、学習する

漠字について、一字ずつそれぞれの漢字の構造の説明と筆順を記し

た。だが、漠字構成に関する説明は授業中には行なわないこととし

た。また、漠字侮にそれぞれ 7回ずつ書いて練習できるように、マ

スを 7つ添えておいた。筆順指導グループの漠字線習用紙には、冒

頭に漠字の筆順の基本的な決まりを示すとともに、 4つの漠字の筆

順例を載せておいた。そして、漢字一字侮に築順を記したほか、そ

れぞれ 7回ずつ書いて練習できるようにマスを 7つ添えた。

指導の手順は、構造指導グループ、筆順指導グループとも同じで

ある。まず、学習者にO.H.P.で指導する漢字を呈示する。次に、指

導者が 2回ホワイトボードに書くのを見せる。今度は、指導者がホ

ワイトボードに書くのを見ながら、一緒に指で空に書くという練習

をさせる。その後、漠字練習用紙のマスのなかに 7回ずつ害いて各

自練習させる。ただし、構造指導グループには、学習者に部分概念

が印象づけられるように、漠字を部分にくぎりながら書いてみせる

ことを指導者は心掛けた。

(3) 眼球運動測定

被験者に実験趣旨を徹底させるとともに動揺を与えないよう実験

室に入る前に資料2-3の説明用紙を見せ、実験手順の説明を行なっ

た。その際、自由に漠字を見るよう指示を加えた。

被験者は、実験室に入ると実験台に上り、眼球運動測定用のゴー

グルを装着する。続いて、眼球運動を検出する赤外線センサーが正

しい位置にくるよう上下左右細かい調整が行なわれる。センサーが
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適切に調節された後、刺激漢字がスクリーンに呈示される。

刺激の呈示は、図2-4に示すような手順で行なった。

まず実験に対する緊張を解くために5分間順応時間を置く。そのあ

と、さらに 10秒予備時間をおいた後、 10秒間スクリーン上で較

正を行なう。較正とは、検出された眼球運動出力を実際に見ている

点と一致させるために行なうものである。図2-4のように、スクリ

ーン上刺激漠字が呈示される場所の四隅に、中央から時計回りに赤

い点を映し出し、それを被験者に追視させて行なう。較正の後、 1 

0秒間漠字を呈示し、その後、再び 10秒間スクリーン上で較正を

行なう。この一連の手続きを、各漠字毎に行なう。

刺激漢字（背景：白）は手書き文字に近い教科書体フォントで、

縦横各々700dotに拡大したものを90インチのHDTVスクリーン上に

表示した。視距離は270cmであり、画角は上下左右共20度である。

2. 2. 5 実験手続き

実験Iの手順に関しては資料2-4に示す通りである。

A、B両グループとも、 1日目午前中にまず、 （ア） （イ） （ウ）

の漢字 24字の再生テスト（テスト 1) を行なった。 24字の呈示

順序はランダムであるが、 A、B両グループに対してはそれぞれ同

じ順番で呈示した。

テスト 1の後、被験者一人一人順番に眼球運動の測定（測定 1)( 

10) を行なった。測定に使用した剌激漢字は、 （ア）から「固」

「基」 「漠」、 （イ）から「困」 「棋」 「思」の合計 6字である。

これらの漢字を「固」 「棋」 「漢」 「思」 「基」 「困」の順に呈示

した。

測定 1の後、午後から漠字学習（学習 1) に入った。学習 1では、

Aグ）レープは構造指導によって、 Bグループは筆順指導によって、

（ア）の漠字を学習した。

学習 1の後、テスト 1と同様の漠字再生テスト（テスト 2) を行

なった。ただし、今回は、まず学習 1で学習した漠字（ア）の 8字
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をランダムに呈示後、続けて漢字（イ） （ウ） 1 6字をランダムに

呈示した。これも、 A、B両グループに対してはそれぞれ同じ順番

で呈示した。

テスト 2が終わると、測定 1と同じ刺激漢字を使用して、再び被

験者一人一人の眼球運動を測定（測定 2) した。

2日目は午後から漢字学習 2を行なった。今回は 1日目とは逆に、

Aグループは筆順指導によって、 Bグループは構造指導によって、

（イ）の漠字を学習した。

学習 2の後、テスト 2と同様の漢字再生テスト（テスト 3) を行

なった。まず、学習 2で学習した漠字（イ）の 8字をまずランダム

に呈示し、続けて漠字（ア） （ウ） 1 6字をランダムに呈示した。

これも、 A、B両グ）レープに対してはそれぞれ同じ順番で呈示した。

テスト 3が終わると、測定 1、 2と同じ刺激漠字を使用して、再

び被験者一人一人の眼球運動を測定（測定 3) した。

テスト 3と測定 3の間に今回の実験に関する感想を自由に書いて

もらった。また、日本語学習経験がある者には日本語能カテスト 4

級のテストを行ない、漠字認知能力がないことを客観的に確認した。

2. 3 結果

(1)漠字再生テストの結果

テストの評価に関しては、おおまかな字形構成ができているかど

うかに重点を置き、はね、はらい、止めなどの細かい誤りは無視し

た。

テスト結果は、表2-2に示すとおりである。これはいずれも 24点

満点中の得点である。

学習開始前に行なわれたテスト 1では、グループAの被験者 5の

ように学習前にもかかわらず 24字中 20字が再生できたものから、

グループBの被験者 12のように 9字しか再生できなかったものま

で、得点に非常に開きがみられた。
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なお、グループA、B両方ともに、テスト 1は学習前に行なわれた。

Aグループに対しては、テスト 2は構造指導による漢字学習後、テ

スト 3は筆順指導による漢字学習後に行なわれた。 Bグループには、

テスト 2は筆順指導による漢字学習後、テスト 3は構造指導による

漢字学習後に行なわれた。

表2-2のデーターを基に、グループと、テストを二要因とする分散

分析を行なったところ、テストの主効果に有意差がみられただけで

(F=94.12, df=2, p~.01)、グループ間には有意差はみられなかった

（表2-3)。

しかし、再生された文字を詳細に調べると、構造学習後のテスト

からは、ある部分がある部分にまるごとおき変わって再生されるケ

ースが確認された。たとえば、 「勇」が「勇」や「勇」と、 「嘆」

が「嘆」と再生されているものである（図2-5) 。構造学習では漢

字を構成する部分を学習するのであるから、その学習直後の、ある

部分がある部分にまるごとおき変わって再生されたものを正解とみ

なすこともできる。その場合のテスト結果は表2-2に加えておいた。

また、テスト 1 (同様の部分を含む漢字（ア） （イ） （ウ） 2 4 

字を再生する最初のテスト）からは、漠字の構造について学習する

前ではあるが、テスト中何度も同じ様な部分を目にして再生しよう

とするうちに、最初は認知も再生もできなかった現実の漠字の部分

が、ほぼ正しく認知され再生されて行く現象が見られた。 （固2-6) 。

(2)眼球運動測定の結呆

眼球運動の測定結呆は、呈示した漠字の画像の上にコンピュータ

ーで記録されたデーターを重ね合わせて表示したものである。 • の

大きさは相対的な停留時間の長さを表す。

図2-7に、 Aグループの眼球運動の典型例を、図2-8にBグループの

眼球運動の典型例を示す。測定 2において「漠」は既に学習してい

るが、 「思」は未学習である。測定 2の直前にAグループは構造指

導によって、 Bグループは筆順指導によって最初の漠字学習（学習
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1) を行なった。

測定 3においては「漠」 「思」ともに学習済みである。測定 3の

直前にAグループは筆順指導によって、 Bグループは構造指導によ

って 2回目の漠字学習（学習 2) を行なった。

図2-7、図2-8からは、測定に伴い全体的に注視点の移動範囲が狭

くなっていることが見られる。

また、 Aグループの眼球運動の典型例である図2-7とBグループの

眼球運動の典型例である囮2-8を比較すると、まず、測定 1では、

どちらも同様に注視点が広く広がっていることが見える。しかし、

測定 2 (Aグループには構造指導によって、 Bグループには筆順指

導によって行なわれた最初の漢字学習後の測定）では、 2つの眼球

運動は異なった傾向を見せている。 Aグループの方の測定 2では、

「漠」 （学習済み）は注視点が、偏と労の中央部を中心としてまと

まりを見せ、 「思」 （未学習）は注視点が「田」の中央線と「心」

の中央の点付近に集中してきている。 Bグループの測定 2は、 「漢」

（学習済み）では、労の中央線付近に注視点が集中し、 「思」 （未

学習）では「田」の中央線やや右寄りと「心」の中央部の 2つの点

を中心として集中するというように、角や線・点が多く集まる所に

集中する傾向を示している。測定 3 (Aグループには筆順指導によ

って、 Bグループには構造指導によって行なわれた 2回目の漠字学

習後の測定）では、 Aグループの眼球運動は「漢」 「思」 （両漢字

共学習済み）とも測定 2の眼球運動の注視点が一層一点にまとまっ

て行く傾向を示している。それに比べ、 Bグループの測定 3の眼球

運動は、 「漠」 「思」 （両漢字共学習済み）とも、 Bグループの測

定 2の結呆とは関連をもたず、むしろAグループの測定 2に類似し

た傾向を示していることが見られる。

すなわち、 Bグループの測定 2 (筆順指導によって行なわれた最

初の漠字学習後の測定）で得られた眼球運動だけが他とは異なり、

角、線・点が多く集まる所に特に集中する傾向を見せている。
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(3)注視点分布の結果

三回の測定に使用した刺激漢字六字のうち「漠」と「思」を例と

して取り上げ、グ）レープ別に測定したデーターから注視点(11)の分布

を求めた。分布を把握するため、測定データーに基づいて固2-9、

2-10のように縦横にメッシュを入れた。

その結果を図2-11、2-12に示す。 A、B両グループとも測定 1は学

習開始前のテスト 1 (漠字再生テスト）の後で行なった。次に、 A

グループは構造指導による学習の後で測定 2を、続いて筆順指導に

よる学習の後で測定 3を行なった。 Bグループは筆順指導による学

習の後で測定 2を、続いて構造指導による学習の後で測定 3を行な

った。

「漠」について述べる。この漠字は両グループとも学習 1で学習

したので、測定 2の時点ですでに既習漢字である。 Bグループの測

定 2を除いて X2Ylの部分に注視点が最も多く集まっていることが

わかる。しかも、学習に伴い、 X2Ylの部分の注視点の集中度が高

まって行っている。測定 1では、 A、B両グループとも X2Ylの部分

の注視点の集中度はほとんど変わらないこと、 Aグループの測定 2

と、 B両グループの測定 3のX2Ylの部分の注視点の集中度もほぼ同

じであることもみられる。ただ、 Bグループの測定 2だけがX3Ylに

最も注視点が集中するという異質の注視点分布のパターンを示して

いる。

次に、 「思」について述べる。この漢字は学習 2で学習したので、

測定 2の時点では未習、測定3の時点では既習漢字である。これも、

Bグループの測定 2を除いて、 「田」の中央の縦線の左 X2Ylの部

分に注視点が最も多く集まっていることがわかる。しかも学習に伴

い、 X2Ylの部分の注視点の集中度が高まって行く傾向が見られる。

「漠」と同様に、測定 1では、 A、B両グループとも X2Ylの部分の

注視点の集中度はほとんど変わらないこと、 Aグループの測定 2と、

B両グループの測定 3のX2Ylの部分の注視点の集中度もほぼ同じで

あることもみられる。 「思」に関しても Bグループの測定 2だけが
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異質の注視点分布のパターンを示している。また、 Aグループの測

定 2の時点で「思」は未習漠字であるにもかかわらず、その注視点

の分布は一連のX2Ylの部分の注視点の集中度が高まるというパタ

ーン上にある。

なお、 Bグループは最初に筆順指導による学習を行なったグ）レー

プで、測定 2はその筆順指導による学習の直後に行なわれた。

2. 4 考察

(1) 漠字再生テスト結果に関する考察

実験Iでは、漢字導入期の非漠字圏学習者の字形認知に対する有

効な指導法として、漠字の構造指導と筆順指導との効果の比較を行

なった。だが、テスト成績からは指導法に対する有意差は検出でき

なかった。以下、実験Iのテストによって得られた知見をまとめて

述べる。

a. 構造指導の効呆

正しく書かれなかった漠字のうち、構造学習の直後のテストでは、

ある部分がある部分にまるごとおき変わり、部分としては正しく再

生されているものがみられた（図2-5) 。このことは、構造学習に

よって、部分がまとまりをもって記憶されたことを示している。被

験者からも、構造学習前は漠字のどこを見ればよいか取り付くと！こ

ろがわからなかったが、構造学習後は漢字がよく見えるようになっ

たうえ、見た漠字を忘れにくくなった、という内省報告を得ている。

一方、筆順指導で学習した後のテストでの誤りは、すべて単なる再

生できなかった誤りであった。

この事実は、漠字導入期に漠字の構造を指導し漢字の見方を教え

ると、漢字を大きくまとまりをもって認知把握する能力が育成され

ることを示唆している。

b. テスト 1の効果

漢字は視覚的に一つのまとまりをなす基本要素形が組み合わされ
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て形成されている。その基本要素形はいくつかの漢字に共通に含ま

れている。しかも、その要素形自身が自らチャンキングを促進して、

漠字の視覚的情報処理の効率をあげている。これらの点については、

前に述べた。

テスト 1 (同様の部分を含む漢字（ア） （イ） （ウ） 2 4字を再

生する最初のテスト）からは、漢字の構造について学習する前では

あるが、テスト中何度も同じ様な部分を見て再生しようとするうち

に、最初は認知も再生もできなかった現実の漢字の部分が、次第に

ほぼ正しく認知され再生されて行く現象が見られた。 （図 3) 。こ

のテスト 1のように同様の部分を含む漢字を注意深く見て再生する

行為を何度も繰り返させることは、広い意味での構造指導と位置づ

けられるもので、学習者自身に漢字の形態的特徴を発見させる可能

性を開く。事実、テスト 1では、被験者から「部分がだんだん分か

ってくる。」という報告があった。この点から、テスト 1も字形認

知能力の育成に効果的であったといえる。

それとともに、同様の部分を含む漢字を注意深く見て再生する行

為を何度も繰り返させることは、よく似た複雑な文字を弁別する訓

練を行なうことにもなる。野村 (1984) は複雑な漠字で弁別訓練を

行なうほど、弁別過程で細部に注目し、弁別する構えがよりよく形

成され、それ以後の漠字の学習に促進効果をもたらすと考えられる

といっている。導入期の学習者にとって、複雑な漠字による過度の

弁別訓練は動機づけという点から問題があるが、テスト 1は、細部

に注目し弁別する構えを形成するうえでも効果的であったといえる。

c. 字形認知能力にみられる個人差

学習開始前に行なったテスト 1では得点に非常に開きがみられ、

文字に対する認知再生能力の個人差の大きさが明らかになった。

d. 字形認知再生能力の向上に対する学習の効果

テスト結果の分析によってテストの主効果に有意差が示されたよ

うに、表2-2からは、 2回の学習を通じてどの被験者も漠字字形に

対する認知再生能力が高まったことがわかる。

19 



(2) 眼球運動測定結呆に関する考察

測定に伴い、全体的に注視点の移動範囲が狭くなる（図2-7、図

2-8) ことは、注視点が一点にまとまりを見せてくることを意味す

るもので、漠字認知に及ぽす学習の効果を示している。これについ

ては被験者からも、 「測定毎に目が動かなくなった。」という内省

報告があった。

図2-7に見えるように、 Aグループの眼球運動は測定 1、 2、 3と

「漠」 「思」注視点が一点にまとまって行く傾向を示した。ところ

が、図2-8では、 Bグループの測定 2 (筆順指導によって行なわれた

最初の漠字学習後の測定）で得られた眼球運動だけが他とは異なり、

角、線・点が多く集まる所に特に集中していること、しかも Bグル

ープの測定 3 (構造指導による 2回目の学習後の測定）の眼球運動

は、 Bグループの測定 2の結果とは関連をもたず、むしろAグ）レー

プの測定 2 (構造指導による最初の漢字学習）に類似した傾向を示

していることが見られた。筆順指導だけによって一回目の学習をお

こなった後のBグループの測定 2のみが、異質な眼球運動を示して

いるのである。一方、構造指導による学習を行なってから筆順指導

による 2回目の学習を行なった後のAグループの測定 3は、一点に

注視点がまとまって行く一連の流れの上にあって、さらにそれを推

し進めて行っている。これは、導入期の学習者が筆順指導だけによ

って学習すれば、一つの漢字の細かい部分にとらわれた見方になっ

て、文字全体の形が統一的に捉えることができなくなる可能性を示

唆している。反対に、先に構造を学習しておくと、後で筆順だけで

学習しても漠字の見方に障害はおこらないということもいえよう。

Bグループの測定 2の問題については、 (3) 注視点分布に関す

る考察で更に詳しく考察を行なう。

(3)注視点分布に関する考察

図2-11、図2-12に学習進度別の注視点の停留時間分布を示す。
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まず、 Aグループ「漢」については、図2-11に見えるように

a. 測定1.2.3.の順で学習の進歩と共に中央上部X2Ylの部分を注視

する時間が単調に増加していること

b. その他の部分はほとんど変化が見られないか減少傾向にあるこ

と

c. 総停留時間には大きな変化が見られないこと

がわかる。したがって、 X2Ylへの注視点の集中度と学習進度とが

相関を持つことが予想される。このことは、従来から一般的に言わ

れている「学習にしたがって、視点が特定の場所に集中する」とい

う傾向とよく一致する。

また、 Bグループでは、学習前に行なった測定 1と全学習（初め

に筆順指導、後で構造指導による学習）後に行なった測定 3を比較

すると Aグループと同様の結果が得られる。しかし、 1回目の学習

（箪順だけの指導による学習）を終了した時点で行なった測定 2で

は、他とは異なった分布を示している。すなわち、学習により漢字

再生テストの成績は向上したにもかかわらず、 X2Ylの停留時間は

測定 1 (学習前）と比較してほとんど変化せず（むしろ若干減少傾

向にある）、右側のX3Ylが増加している。これは、筆順のみを指

導することによって眼球運動が他の場合と異なり、多くの線が交差

する複雑な部分(X2Yl、X3Yl)にとらわれた見方になることを示唆

している。構造指導（個々の部分の再生は筆順に従って行なうこと

は、 1. の構造指導の定義の所で述べた）で一回目の学習を行なっ

た後のAグループ測定 2および、筆順指導による学習を終え構造指

導による 2回目の漢字学習を行なった後のBグループ測定 3、また

構造指導による学習を終え筆順指導による 2回目の漠字学習を行な

った後のAグ）レープ測定 3ではこのような結果は全く見られず、筆

順のみを教えることによって生じる特異な現象であるといえよう。

図2-12に見えるように、 「思」についても全般的な傾向は「漠」

場合と同様であり、 2回の学習の後に行なった測定 3で注視点が集

中する部分は「田」の左中央X2Ylであることがわかる。また、
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「漠」場合と同様にBグループが 1回目の学習（筆順指導による学

習）を終了した時点で行なった測定 2だけが、他とは異なった分布

を示している。すなわち、学習により漢字再生テストの成績は向上

したにもかかわらず、 X2Ylの停留時間は測定 1 (学習前）と比較

してほとんど変化せず（むしろ若干減少傾向にある）、右側の

X3Ylが増加している。

以上のように、 「漢」 「思」ともに、 Bグループの測定 2を除い

て、学習の進展に伴って注視点が特定の同一領域に集中する結果が

得られた。

次に、注視点が最も集中する領域（「漢」 「思」ともにX2Ylの部

分）の総停留時間（以下注目領域注視時間という）と漠字再生テス

トの成績との関係がグループ（被験者）に依存したものかどうかを

調べる。

ここで、図2-11、図2-12から明らかなように、 「漢」と「思」の

注目領域注視時間はそれぞれ異なるため、正規化して比較する必要

がある。そこで、 「漠」 ・「思」別に注目領域注視時間を平均し、

その平均値（ここでは相乗平均を用いた）で正規化した。図2-13に、

注目領域注視時間と漠字再生テスト成績の関係を示す。図2-13(a)

から、

a. 学習進度が同じであれば呈示漢字「漠」 「思」による違いはほ

とんど見られず、よく似た傾向を示していること

b. 上述のとおり、 Bグループ測定 2を除けば、グループ間の大きな

違いは認められず、注目領域注視時間が増加するに従って漢字

再生テスト成績が増加すること

C. 漠字再生テスト成鎖が滴点に近づくにつれて成績の伸びが飽和

する傾向にあること

がわかる。相関関係を計算するにあたり、注目領域注視時間と漢

字再生テスト成績の関係を線形に変換する必要がある。そこで、テ

スト成績をロジスッティック変換したものが図2-13(b)である。図

2-13(b)から、 Bグループ測定 2を除き注目領域注視時間と変換後の
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テスト成績とは線形な関係になっていることがわかる。 Bグループ

測定 2を除いた相関係数Rは0.92 (寄与率 86%) であり、十分な相

関をもっている。したがって、漢字再生テスト自体には被験者群A・

Bによりかなりの違いが見られたが、注目領域注視時間とテスト成

績の関係で見ると両者に違いはないものと考えられる。また、 Bグ

ループ測定 2の結果は被験者群による違いではなく、先述のような

指導法の影響であると考えられる。

注目されるのは、 Aグループは構造指導による学習後の測定 2の

時点で「思」は未学習であるにもかかわらず相関関係がくずれてい

ないことである（図2-13(b)参照）。これは、未学習の漢字に対して

も構造指導（一つの字を大きくまとまりをもって見ることを指導す

る）の効果がことを及ぶことを示している（図2-7を見ると確かに

大きな注視点は「田」の中央線の中心付近と、 「心」の中心部の点

に集中していることがわかる。これは「思」という漠字を大きく

「田」と「心」にわけて捉えようとしている態度を反映している。）

筆順指導による最初の学習が行なわれた直後のテスト 2でBグル

ープの成績は確かに向上した。しかし、テスト 2の直後に行なわれ

たBグループの測定 2から得られた注目領域注視時間とテスト成績

では相関関係は「漠」 「思」ともに見られなかった。また、注視点

の分布も他とは異なる傾向を見せ（図2-11、図2-12参照）、実際の

眼球運動の測定例でも、注目領域ではなくて角や線・点が集まると

ころに注視点が集中していた（図2-8参照）。これは、 Bグループ

の測定 2の状態は、細かい部分にとらわれて文字全体の字形という

ものが把握できていないものである可能性があることを示すもので、

漠字導入期に筆順だけで字形を指導すると漠字の全体的字形の認知

のさまたげとなる恐れがあることを示唆している。測定 2の後、構

造指導によって学習したあとで行なった測定 3ではBグループは

「漠」 「思」ともにまた注目領域注視時間とテスト成績が相関を示

した（図2-13(b)参照）。眼球運動も他の場合と同様のパターンを示

し、注目領域を中心に注視点がまとまりを見せた。これは、構造指
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導によって漢字を統一的に捉えられるようになったことを示唆する

ものである。この変化は指導法の影響によると考えられ、構造指導

が漠字字形認知に及ぽす効果の筆順指導に対する優位性を示してい

る。

以上のように、注視点分布からは、導入期の非漢字圏学習者の漢

字字形認知に及ぼす構造指導の効果の筆順指導に対する優位性が示

唆された。

(4)実験Iの全体的考察

実験Iでは、漢字導入期の非漢字圏学習者の字形認知に対する、

漠字の構造指導と筆順指導との効果の比較を行なった。

実験前には以下のことを予測した。最初にAグループには構造指

導、 Bグループには筆順指導を行なう。すると、構造指導を行なっ

たAグループの漠字の字形認知能力の方が筆順指導を行なったBグ

ループより向上する。しかし、被験者の数が十分に多くないため、

この結果には被験者の効呆が混入する恐れがある。そこで、被験者

の効果を除去し、指導の効果のみを検出する目的で、次に、 Aグル

ープには筆順指導、 Bグループには構造指導を行なう。すると、被

験者の効果が入らないならば、今度は構造指導を行なったBグルー

プの漠字の字形認知能力の向上が筆順指導を行なったAグループを

上まわり、最終的にはAとBのグループの能力は同程度になる。

だが、漢字再生テスト結果からは指導法に対する有意差は検出で

きなかった（表2-3) 。しかし、構造学習後のテストでは、ある部

分がある部分にまるごとおき変わり、部分としては正しく再生され

ているものがみられた（医2-5) 。これは、大きくまとまりをもっ

て漢字を認知把握するという構造指導の効果のあらわれと考えられ

る。

次に眼球運動の測定結果では、筆順指導だけによって一回目の学

習を行なった後のBグループの測定 2のみ、漢字の細かい部分にと

らわれたような異質な眼球運動を示した。これは、導入期の学習者
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が筆順指導だけによって学習を行なうと、文字全体の形が統一的に

認知されない可能性を示唆している。

そこで、 「漠」と「思」を例に取り、眼球運動の注視点分布のデ

ーターから漠字再生テストの成績と最も注視点が集中する領域の注

視点の総停留時間との相関を調べた。すると、図2-13(b)が示すよ

うに、 Bグループの測定 2 (筆順指導によって行なわれた最初の学

習の後の測定）だけに高い相関が見られなかった。これは、 Bグル

ープの測定 2の結果が、被験者によるものではなく指導法の影響を

受けたものであることを示すものである。そして、それは眼球運動

の測定結果同様に漠字導入期に筆順だけで字形を指導すると、たと

えその漢字が書けても、通常とは異なる見方をしている可能性があ

ることを示唆するものである。

以上、実験Iからは、導入期の非漠字圏学習者に構造指導を行な

うと漢字の字形認知に対して効果的であること、筆順指導だけを行

なうと一つの漠字の全体的な認知が妨げられる可能性があることが

示された。

だが、実験Iで得られた眼球運動と注視点分布の変化は、果たして

中級学習者の眼球運動や注視点分布へと続く変化なのであろうか。

実験Iの被験者の漢字の字形認知に関する変化は、通常の中級学習

者の漢字字形認知へと連続しているものであろうか。日本人の眼球

運動や注視点分布との関係はどうであろうか。実験IIではこの点に

ついて検討を行なう。

3 実験II

ー全体的な漠字字形認知過程における実験Iの指導の効果一

3 . 1 目的

学習前（実験Iで学習を行なう前の被験者 2グループの測定 1を
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総合したもの）、学習後（実験Iで学習を 2回行なった後の被験者

2グループの測定 3を総合したもの）と実験Iにおける学習前後の

2グループの測定結果をそれぞれまとめて、それらと漢字学習経験

がなく漢字学習もしない非漢字圏外国人、日本語能カテスト 2級程

度の中級学習者、日本人の眼球運動と注視点分布を比較検討して、

実験Iで行なわれた漢字指導が漢字字形認知に及ぼした効果を、非

漠字圏学習者の全体的な漠字字形認知過程のなかで考察する。学習

前（実験I測定 1の時点）、学習後（実験I測定 3の時点）と実験Iに

おける 2グループの測定結果を学習前と後でまとめたのは、 2.4. ( 

3)注視点分布に関する考察で述べたように、学習前（測定 1の時

点）、学習後（測定 3の時点）では両グループの注視点分布に同様

の傾向がみられたからである。 2グループが異なった傾向を見せた

測定 2 (Aグループには構造指導、 Bグループには筆順指導で行な

われた最初の学習の後の測定）については、 Aグループと Bグルー

プを別々に検討する。

実験からは、 a.学習後と日本語能カテスト 2級程度の中級学習者と

の注視点の分布の比較から、中級学習者の注目領域注視時間（注視

点が最も集中する領域の総停留時間）は学習後（実験Iで学習を 2

回行なった後の被験者 2グループの測定 3を総合したもの）より長

いが、学習後の注視点の分布の状態は中級学習者の状態に近づくも

のであること、 b.構造学習の効果が及んでいる学習後の注視点の分

布の状態は、中級学習者へ連続した、通常の非漢字圏学習者の全体

的な漢字字形認知過程上にあること、 C.実験IのBグループの測定 2

（筆順指導による最初の漢字学習の後の測定）がみせた注視点分布

の結果は通常の非漠字圏学習者の全体的な漠字字形認知過程上にな

いことが予測される。その結果、導入期の非漢字圏学習者にあたえ

る構造指導の有効性がさらに示されることが予測される。また、 d.

漢字学習経験がなく漠字学習もしない非漢字圏外固人と学習前との

比較からは、実験Iの学習前に行なったテスト 1 (同様の部分を含

む漢字 24字を再生するテスト）が漠字字形認知に及ぼした効果が
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検出されること、 e.日本人の注目領域注視時間は中級学習者より更

に長くなり、中級学習者の注視点分布の状態は日本人の状態に近づ

くものであることも予測される。

3. 2 方法

3. 2. 1 被験者

a. 中級学習者（日本語能カテスト 2級程度の非漠字圏外国人）

日本語能カテスト 2級程度のATRの非漢字圏外国人研究員 6人。

この 6人の漠字能力については、日本語能カテスト 2級の漠字

の問題で予め調べておいた。以下中級学習者と呼ぶ。 （内訳は、

3 2歳のフランス人 1人、 30歳のベネズエラ人 1人、 22歳

と24歳と 28歳のアメリカ人 1人ずつ、 28歳のドイツ人 l

人。全員男性。）

b. 日本人

ATRに勤務する日本人成人女性 4人。

C. 非学習者（漠字学習をしない非漠字圏外国人）

漠字学習の経験が全くない、 ドイツ人大学生 3人。実験時点

までに 10週間に日本滞在していたが、日本語学習経験は全く

ない。以下非学習者と呼ぶ。 （内訳は 23歳の女性 1人、 24 

歳と 25歳の男性 1人ずつ。）

被験者は、全貝視力には問題がなく日常生活に眼鏡を使用しない

者を選んだ。

3. 2. 2 装置

実験Iに同じ。

3. 2. 3 実験手続き

刺激漠字、呈示順序とも実験Iの測定 l、 2、 3と同様であって

（資料2-4実験手順参照）、 「固」 「棋」 「漠」 「思」 「基」 「困」
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の漢字をこの順に呈示した。

刺激の呈示方法および測定方法も実験Iに同じ。

被験者には実験Iと同様に自由に漢字を見るよう指示を与えた。

3. 3 結果

(1) 眼球運動測定の結果

実験Iと同様に、眼球運動の測定結果は、呈示した漢字の画像の

上にコンピューターで記録されたデーターを重ね合わせて表示した

ものである。 ・の大きさは相対的な停留時間の長さを表す。

比較のため、非学習者（漢字学習をしない非漢字圏外国人）、学

習前（実験Iで学習を行なう前の被験者 2グループの測定 1の結果

を総合したもの）、学習後（実験Iで学習を 2回行なった後の被験

者 2グループの測定 3の結果を総合したもの）、中級学習者（日本

語能カテスト 2級程度）、日本人の眼球運動の例を図3-1に示す。

図3-l(a)を見ると、 Koga,K. & Groner, R. (1989) の実験か

ら推測できるように、非学習者の注視点は規則性も統一性もなく散

在し、文字上を視線が無秩序に移動していることが見られる。それ

に対して、学習前図3-l(b)、学習後図3-l(c)、中級学習者図3-l(d)

と、漢字学習の進展に伴い、注視点が方向性をもってスムースに移

動して来ていることと注視点のうごきがまとまりを持ってきている

ことが見える。

「漠」も「思」も、学習前の注視点の移動は非学習者の注視点の

移動にくらべて、一定の方向性とまとまりが見られる。学習前と学

習後の比較からは、一点に集中していく方向で注視点の移動範囲の

狭まりがみられる。学習後と中級学習者の注視点は同様の移動と分

布の傾向を見せていることがわかる。実験IのAグループの測定 2

（構造指導による最初の漠字学習の後の測定）で得られた注視点の

移動と分布の状態は、中級学習者に続くものであるが、 Bグループ

の測定 2 (箪順指導による最初の漢字学習の後の測定）で得られた
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注視点の移動と分布の状態は中級学習者のものとは異質であること

もみられる。また中級学習者と日本人の注視点の移動と分布の状態

は決して同様とはいえないことも見られる。

(2)注視点分布の結果

次に、実験Iと同様に刺激漢字のうち「漢」と「思」を例として

取り上げ、測定したデーターから注視点の分布を求めた。分布を把

握するために、実験Iと同様に図2-9、図2-10のように縦横にメッシ

ュを入れた。その結果を図3-2、図3-3に示す。

「漢」も「思」も、非学習者の注視点は外周部に広がって分布し

ており、それが注目領域（注視点が最も集中する領域）を中心にま

とまっている他の被験者群と非学習者を大きく区別している。

非学習者以外の被験者群では、学習前、学習後、中級学習者と注

目領域注視時間（注視点が最も集中する領域の総停留時間）が増加

しているが、日本人は中級学習者ほど注目領域注視時間が多くない。

むしろ、日本人は注目領域を中心とした文字全体の中心部分（「漢」

ではX2Yl、XlYlの部分。 「思」ではX2Yl、X2Y2、X3Y2)一帯に

平均的に注視点が分布している。

3. 4 考察

(1)眼球運動測定結果に関する考察

非学習者（漢字学習をしない非漠字圏外国人）の注視点は規則

性も統一性もなく散在し、文字上を視線が無秩序に移動しているこ

とが見られたが、学習前（実験Iで学習を行なう前の被験者 2グル

ープの測定 lを総合したもの）、学習後（実験Iで学習を 2回行な

った後の被験者 2グループの測定 3を総合したもの）、中級学習者

（日本語能カテスト 2級程度）と、漠字学習の進展に伴い、注視点

が方向性をもってスムースに移動して来ていることと注視点のうご

きがまとまりを持ってきていることが確認された。これは学習によ
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って漢字の見方が習得され、字形認知能力が向上したことを示して

いる。また、日本人の注視点は偏と労の間の中央部を中心に緩やか

に分布しており、学習後や中級学習者の分布とは異なっている。こ

の日本人の注視点分布からは、一つの漢字を全体的にゆったりとみ

ている日本人の様がうかがわれる。

「漢」も「思」も、学習前の注視点の移動は非学習者の注視点の

移動にくらべて、一定の方向性とまとまりが見られたが、これは非

学習者と学習前の違い、つまりテスト 1 (同様の部分を含む漢字 2

4字を再生するテスト）の効呆と考えられる。換言すれば、テスト

1は漠字の見方に方向性とまとまりを持たせる効果があったといえ

る。

また、学習後と中級学習者の注視点は同様の移動と分布の傾向を

見せていたが、これは、実験Iで獲得された漢字の見方が通常の発

達過程上にあることを示している。さらに、実験IのAグループの測

定 2 (構造指導による最初の学習の後の測定）で得られた注視点の

移動と分布の状態は、中級学習者に続くものであるが、 Bグループ

の測定 2 (筆順指導による最初の学習の後の測定）で得られた注視

点の移動と分布の状態は中級学習者のものとは異質であることもみ

られた。これは、一般的問題として、導入期に筆順のみで漢字指導

を行なうと一時的に細かい部分にとらわれた漢字の見方になる、し

かし漠字学習の進展に従い徐々に漠字が統一あるものとして捉えら

れるようになっていく、そして中級レベルでは漠字を統一あるもの

として捉える能力が既に習得されているという、現在の漢字教育の

下での非漢字圏学習者の漢字字形認知の変化パターンを示唆してい

るといえよう。しかし、実験で示されたように、導入期から構造指

導を行なうと、漢字を統一あるものとして捉える能力が初期から習

得される。これは、導入期の非漠字圏学習者にあたえる構造指導の

有効性を示している。

また、中級学習者と日本人の注視点の移動と分布の状態は決して

同様ではないことが見られたが、これは中級学習者と日本人の漠字
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認知が同様ではないことを示唆している。

(2)注視点分布に関する考察

．学習後と中級学習者の注視点分布の比較

学習前（実験Iで学習を行なう前の被験者 2グループの測定 lを

総合したもの）、学習後（実験Iで学習を 2回行なった後の被験者

2グループの測定 3を総合したもの）、中級学習者（日本語能カテ

スト 2級程度）と注目領域注視時間（注視点が最も集中する領域の

総停留時間）が増加して行っていることが見られる。中級学習者に

ついてみると、図3-2(d)から「漢」では学習後図3-2(c)と同様に

X2Ylに、図3-3(d)から「思」も学習後図3-3(c)と同様にX2Ylに注

視点が集中していることが顕著に見られる。この中級学習者の注視

点分布は、実験IでAグループ（まず構造学習を行ない、次に筆順

学習を行なったグ）レープ）が示した注視点がX2Ylに集中していく

一連の注視点分布（図2-11) の流れの延長線上にあるものであって、

それはBグループの測定 2 (筆順指導で行なった最初の学習直後の

測定）が示した注視点分布（図2-12) は学習が進展していった後の

中級学習者の注視点分布には直結しないことを明らかにしている。

つまり、導入期から構造指導を行なうと、長い年月をかけて習得さ

れたであろう中級学習者と同様の漢字を見る能力を、初期の段階か

ら獲得できるといえる。これは、導入期の非漠字圏学習者の漠字認

知にあたえる構造指導の有効性を示唆するものである。

非学習者と学習前の注視点分布の比較

「漠」の場合、非学習者（漠字学習をしない非漠字圏外国人）の

注視点3-2(a)も学習前3-2(b)の注視点もやはり X2Ylに最も集まって

いる。だが、非学習者では、 XOYO、X2YO、X3YO、XOYl、XOY2とい

う字の上部と左部分にも多く分布が見られる。これは、非学習者が

漢字全体を広く見渡していることを示すものである。一方、学習前

は漢字のなかでも注目領域X2Ylを中心にまとまりを持っている様

が見られる。 「思」の場合も同様で、非学習者の注視点3-3(a)も学
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習前の注視点3-3(b)もX2Ylに注視点が集中しているが、非学習者

では、同時に字の左部を中心とする外周部XOY2、XlYlに注視点が

集まる傾向がみえる。 X3Y2という字の中心部の注視点の少なさも

特徴的である。これと比較すると、学習前は非学習者より注目領域

X2Ylを中心にまとまりを持っていることがわかる。これら非学習

者と学習前の注視点の分布の比較から、学習前に行なったテスト 1

（同様の部分を含む漢字 24字の再生テスト）が、漢字を見ること

に対する注意を喚起したことがわかる。その意味において、テスト

1が漢字の字形認知に及ぽした効果の大きさが指摘できる。

日本人と中級学習者の注視点分布の比較

図3-2(e)、図3-3(e)からみられるように、日本人の場合も、 「漢」、

「思」ともにX2Ylの部分に注視点が集中していることには変わり

ない。だが、日本人の場合、中級学習者に比べて注目領域の注視時

間が少ない。また、 「漠」図3-2(e)ではXlYlの部分の注視点分布

の多さとX3Ylの部分の注視点分布の少なさが特徴的である。 「思」

図3-3(e)の場合は、 X2Y2、X3Y2の多さが特筆される。図に見える

ように、 X2Ylの中でも下方に注視点が集中していることも注目さ

れる。これは、中級学習者と日本人との漢字認知の違いを示唆する

もので、この両者の差異の問題に関しては今後の課題としたい。

(3)実験IIの全体的考察

a. 学習後（実験Iで学習を 2回行なった後の被験者 2グループの測

定 1を総合したもの）と日本語能カテスト 2級程度の中級学習者と

の注視点の分布の比較から、中級学習者の注目領域注視時間（注視

点が最も集中する領域の総停留時間）は学習後より長いが、学習後

の注視点の分布の状態は中級学習者の状態に近づくものであること

が明らかになった。 b.構造学習の効果が及んでいる学習後（実験I

で学習を 2回行なった後の被験者 2グループの測定 3を総合したも

の）の注視点の分布の状態は、中級学習者へ連続したものであるこ

とから、それは通常の非漠字隠学習者の全体的な漢字字形認知過程
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上に位置することがしめされた。 c.実験IのBグループの測定 2 (筆

順指導による最初の漢字学習の後の測定）がみせた注視点分布の結

果は中級学習者の状態にはつながらないことも明らかになった。

a.b.c. は学習後に見られる変化が中級学習者へと連続するものであ

ることを示している。さらにこの学習後と中級学習者の注視点分布

の比較からは、導入期から構造指導を行なうと、長い年月をかけて

習得されたであろう中級学習者と同様の漢字を見る能力を、初期の

段階から獲得できることが示唆された。これは、導入期の非漢字圏

学習者にあたえる構造指導の有効性を示すものである。また、導入

期に筆順のみで漠字指導を行なうと一時的に細かい部分にとらわれ

た漠字の見方になることも示された。これは、一般的問題として、

導入期に筆順指導のみで漢字指導を行なうと、一時的に細かい細か

い部分にとらわれた漠字の見方になる、しかし、漢字学習の進展に

伴い徐々に統一あるものとして漢字が捉えられるようになっていく、

そして、中級レベルではその統一あるものとして漢字が捉える能力

を獲得した状態になっているという、現在の漢字教育の下での非漢

字圏学習者の漠字認知変化過程も示唆するものと考えられる。 d.非

学習者（漠字学習経験がなく漠字学習もしない非漠字圏外国人）と

学習前（実験Iで学習を行なう前の被験者 2グループの測定 1をま

とめたもの）との比較からは、実験Iの学習前に行なったテスト 1

（同様の部分を含む漢字 24字を再生するテスト）の漢字を見るこ

とに対する注意を喚起するという効果が示された。 e.日本人の注目

領域注視時間は中級学習者ほど長くないこと、また注視点の分布に

も両者には差異があることも見られた。これは、中級学習者と日本

人との漠字認知の遠いを示唆するものである。

4. 総合考察

漠字を見ることに慣れていない非漢字圏学習者、特に初級学習者
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にとって、漢字の字形認知は重要な問題である。その問題に対して、

まず構造指導（一つの統合的な文字でありながら、偏や労その他様

々な部分から構成されている漢字の構造の把握の仕方を指導するこ

と）による漢字指導と筆順指導による漢字指導との、漢字導入期の

非漢字圏学習者の漢字の字形認知に及ぼす効果を、眼球運動等を解

析することにより比較検討した。

実験Iのテスト結呆からは、構造指導によって、漠字の構成部分

がまとまりをもって学習者に記憶されることがわかった。これは、

構造指導によって、書き方、読み方、意味・用法指導の前段階とし

て、漢字を大きくまとまりをもって認知する能力が獲得されること

を示している。

また、実験Iのテスト 1 (学習前に行なわれた、同様の部分を含

む漠字 24字を再生するテスト）からは、同様の部分を持つ漢字を

いくつも注意深く見て再生する行為が、漢字全体の構成や漠字の部

分に対して自ら認知していくという能力の向上をもたらすと共に、

漢字に対する細かい注意力を喚起する役目を果たすことも明らかに

なった。これも広い意味での構造指導の成果と考えられる。

実験Iの眼球運動の測定結果と注視点の分布からは、導入期の非

漢字圏学習者に構造指導を行なうと漢字の字形認知に対して効果的

であること、筆順指導だけを行なうと一つの漠字の全体的な認知が

妨げられる可能性が示唆された。

実験IIで行なった学習後（実験Iで学習を 2回行なった後の被験者

2グループの測定 3をまとめたもの）と日本語能カテスト 2級程度

の中級学習者との注視点の分布の比較から、学習後の注視点の分布

の状態は中級学習者の状態に近づくものであること、構造学習の効

果が及んでいる学習後の注視点の分布の状態は、中級学習者へ連続

した通常の非漠字圏学習者の全体的な漢字字形認知過程上にあるこ

とが明らかになった。また、この学習後と中級学習者の注視点分布

の比較からは、導入期から構造指導を行なうと、長い年月をかけて

習得されたであろう中級学習者と同様の漢字を見る能力を、初期の
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段階から獲得できることが示唆された。これらは、導入期の非漢字

圏学習者にあたえる構造指導の有効性を示すものである。

さらに、実験IIからは、中級学習者と日本人との漢字認知の違い

が示唆されたが、この両者の差異の問題に関しては今後の課題とし

たい。

5 . 総括 一日本語教育への提案一

漠字学習に際して、非漠字圏学習者には漢字の字形認知がまず大

きな問題であることが明らかになった。それは彼らが漢字を見る目

を持ち合わせていない点に起因している。ゆえに、漠字の見方を教

えること字形認知能力を育成することが漢字指導において最初に必

要となる。

そこで、これまでの実験結果から、導入期における非漠字圏学習

者の漠字字形認知に対する有効な指導法として、以下のことを提案

したい。

(1)高度に構造化されている漠字の構造、漢字形全体を構成する

規則といえるものの把握法を指導すること（構造指導と呼ぶ）

構造指導とは、漠字を統一的に見る能力および、漢字の部分構成

を把握する能力、漠字を見てその構浩を理解し、自分でチャンキン

グする能力を育成することである。

これは、実験Iで示された、構造指導によって中級学習者と同様

の漠字の見方が学習初期から獲得できること、また、漠字導入期に

筆順指導のみを行なうと複雑な部分に注意が集まり、漢字の全体的

な字形認知が阻害される可能性があるという結果にもとづく。

具体的には、導入期から意味、読み方、使用法に関係なく、偏や

労、その他のより小さな部分から構成されている、様々な漠字のパ

ターンの全容を系統的に提示して、漢字を見る目を形成させるとい
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うものである。つまり、漢字の全体像を導入期に示し、漢字形態の

構造体系を学習者に把握させ、漢字を見る目を形成させることが、

字形の認知に効果的であると考えるのである。現行のテキストのよ

うに少しずつ漢字を読み方や意味や用法とともにランダムに必要に

応じて示し、その中で学習者自身が経験的に漢字の構造を獲得して

いくのを期待するのではなくて、導入期にその構造を解説しながら

全体的に系統的に漢字の構成パターンを提示して、漢字を見る目を

一挙に形成してしまおうというのである。これは、学習する外国語

の音声の体系的獲得のために、どの外国語学習でもまず初めに行な

う、次のような発音練習に相当するものである。この場合も、普通

は単語の意味、綴り方は関係なく、ただ、耳からの音声の認知だけ

を目的としている。

（例）英語

［お]: cap, map, hat, bat 

[A]: mother, brother 

学習漢字のなかで、象形文字と指示文字をあわせたものと、会意

文字と形成文字をあわせたものの比が、 1対 6 (渡辺 1976) で、

様々な部分から構成されている後者の割合が非常に大きいことを考

慮すると、学習最初期に漢字を見る目を高度に育成することは、学

習者の漠字学習の速やかな進展に効果をもたらすと思われる。

(2) 学習最初期に同様の部分を含む漠字を集中的にいくつも見

て再生させること

これは、実験Iのテスト 1 (学習前に行なわれた、同様の部分を

含む漠字 24字を再生するテスト）の結果に基づくものである。

杉村・久保 (1975) は、保育園児に対して、知覚的弁別訓練が読み

学習に及ぽす効果を検討する実験を行なった。その実験では、図形

の弁別訓練が弁別困難文字セットによる弁別訓練と同程度に後続の

読み学習を促進しているということが示された。これは、野村（

1983) の、 「複雑な漠字で弁別訓練をおこなうほど、つまり複雑な
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漢字に接する機会が多いほど、その弁別過程で細部に注目し、弁別

する構えがよりよく形成され、それ以後の漢字の学習に促進効果を

もたらすと考えられる。」という見解を支持している。動機づけと

いう側面を考慮すると、あまりに困難な課題を学習最初期に大量に

与えることは問題があろうが、この野村の指摘は、漢字学習の最初

期に、同様の部分を含む様々な漠字を集中的にいくつも見て再生す

る行為が、漢字全体の構成や漠字の部分に対して自ら認知していく

という能力の向上をもたらすと共に、漢字に対する細かい注意力を

喚起する役目を呆たすという、実験Iテスト 1の結果を強く裏付け

ている。実験Iテスト 1が既に明らかにしたように、たとえ複雑な

部分を含む漠字であっても同様の部分を含む漠字をいくつも見て再

生することで学習者は自ら漢字に対する弁別の構えを形成し、自ら

漢字の構造を発見して行く。しかも、視覚的にまとまりがある形を

している漠字自身が学習者の漢字の弁別を助ける。ゆえに、かなり

複雑な漠字であっても、学習最初期に学習者が弁別することは可能

である。

実験I、実験IIを通して得られた知見から上記 (1)、 (2) を導

入期の非漠字見学習者に対する漠字教育として提案したい。

日本語のなかで、漢字は非常に重要な位置を占めるものである。

また、学習面においても、日本語が難しいと言われる原因の一つは、

漠字にあるという指摘（別華 1979) もある。特に漠字を見慣れて

いない非漠字圏の欧米人学習者にとって、複雑な図形にも等しい漠

字の 1 線 1 点を意味•音とともに、覚えていかなければならないこ

とが、非常な負担であること（安藤、坪井 1975) は想像に難くな

Vヽ

そ゚れにもかかわらず、漠字の教授法は軽視されがちである。常に

漠字に囲まれて生活している日本国内の学習者に比べ、漠字を学習

する環境に恵まれていない海外での学習者に対してであっても、漠

字指導法はあまり注目されることがない（石田 1984) 。そればか
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りか、海外でよく使用されている漠字テキストは、 「各漢字の意味、

音と訓、書き順、熟語例を示すに過ぎない」もの(12)が趨勢である。

これまで、日本語教育において、漢字教育の分野は科学的な基礎

研究が看過されてきた。しかし、日本語学習者が急増している現在、

特に漠字を学習する環境に恵まれていない外国人学習者の学習の便

を図るためにも、外国人学習者の認知メカニズムを明らかにして、

それを踏まえた科学的漢字指導法を研究していくべきであろうと思

う。

近年、様々な学問の分野が関連しあい、急速に学際化が進んで来

ている。漢字教育の分野でも諸々の科学の助けを得て基礎研究を進

め、さらに伝統的漠字教育との統合を図り、指導法の近代化を目指

していく必要があるのではないだろうか。

本研究を遂行するにあたり、研究の機会を与え、御指導御助言を

いただきました、 ATR人間情報通信研究所東倉洋一社長、第五研究

室矢野澄男室長、姫路獨協大学言語教育研究科山田幸宏教授、小出

詞子教授、上野辰美教授、平岡清志助教授に感謝致します。また、

研究内容に対する御助言や被験者として御協力をくださいました

ATRの研究員の方々、実験等に御協力くださいました伊藤薫さん、

佐藤治さん、 S.Bourdonさんに心より感謝致します。
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（注）

(1)原文は「視覚に担う」

(2)以下、非漢字圏学習者という言葉を欧米系非漢字圏学習者

に限って用いることにする。

(3)連続的・線的・一次元的なアルファベットと包括的・平

面的・ニ次元的な漢字という構成原理の違いがあるとい

う。

(4) 「日本語（にほんご／にっぽんご）」小出詞子 1985 開

拓社

(5) ローマのイズメオ（イズメオは中亜極東文化協会）、ロー

マ日本文化会館、ナポリ大学

(6) ローマ大学斎藤氏、ボローニャ大学竹下氏、ヴェネチア大

学中山氏談

(7)林(1963)、白石(1977)など

(8)既に漢字形全体を構成する規則を形式的に記述しよう（北

川 1979) という試みが行なわれている。それにならって、

漢字の字形全体の構成の捉え方を指導することを、今構造

指導と呼ぶ。

(9)加納他「BASICKANil BOOK 基本漢字500vol.I」凡人社等

(10) テスト前に当該漢字を見せるとテスト成績に影響するの

で眼球運動の測定はテスト後に初めて行なった。

(11) ここでは、移動速度が lOdeg/sec以下の区間を注視点と

した。 deg/secは角速度の単位。 1秒につき眼球が何度動

くかを表す。

(12) Jorden, E.H., Chaplin, H.I., 1977 READING JAPANESE 

Tuttle Language Library など
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［平負い］粗駿凪景

受光素子

＇水平方向出力 垂直方向出力

国 12-1J報珠蓬祖稔土原埋

4~ 



水〗戸神—l噂>t~上誓置覧ヒ 吃匝1二言と戸畠~<

喜亨こ 尋克覗： 這燻
~--

亨してい輝時布＾移転、t::・峙 芦如汽均謬曰下叩p

」̀L
応稔LT"=叶 年時

L R L R L-しいー川ニいLヒRoi迄力は同し,I L-R=移すV し采噂葬
L R L R 

!-=R . L. 十和和 L祁.=-A之．
しャ~=A

A,-A=鈴約 AューA:::.誇和

国 2.-2釦這冠棟幻原埋遺記

、 Configurationof Multiple Viewer 
・Binocular Eye Movement Analyzer and 
Hi-Vision Stereoscopic Display System 

Multiple Viewer Binocular 
Eye Movement Analyzer Specifications 

Octccling me山od pho1oclcc1ric limb tr● eking 
Octccting range horirontal丑o・.v叫 c,I士20・
Pcok w1vclcngtl1 940nm 
Oat& P'ccision 12 bits each for horizonut and vcnical d● LA 

Number of subjects 4 (Binocular) 
Low pass filter IS, 30, 150, 300, 1000 llz. 
Sarnplin、rate 60llz (1ypical)-300llz 
Recording time 17 min. 46 sec. (60llz) 
0111 output Parallel 4 Ch, RS 232C (Sclcc1cd I Ch) 
Disk S. 必inchM•gilc10-cip1iciJ clisk, 650MB 
Display 10 inches MIM Acuvc MュlirxColor LCD 

国戸疇麟濁史菊置旦叫試｀］

戸田．魚森稔粋加）か）

お



く資料曰＞ 剤叙莱雰

3.18 3.50 3.25 3.90 3.33 4.44 4.83 

(7) 固8 枯， 栄， 男 7 届8鳳、基11 唯11 漢14

2.90 3.55 3.28 3.58 4.35 3.03 

（イ） 困7 棋12 思， 労7 居8 集12 嘆14 油8

3.95 4.58 3.28 4.90 5.98 

（ウ） 個1。勇， 架， 宙8 準13 難18 据11 洪11

古、木、某、佳、田、力、白、累、ア、口、汗の部分を使用する

漢字

各漢字の右下に画数を、上部に複雑価を記した。

複雑価は、賀集、石原他（漢字の視覚的複雑性 1979)から検索

賀集等は教育漢字のみに関して複雑価を定めたので、教育漢字以外

の漢字には複雑価は記さなかった。

L甚 ~-i 〕日本人ャく｀鱈＼恭栗莱嘩祖ピ這疇
csec..) 

犀款
困 基 漢
7 11 14 

祓 1 3.9 5.6 6.5 
2 3.9 6 6. 1 
3 
4 
5 5 6.7 7.5 
6 5.4 7.3 8.1 
7 4 5.5 7 
8 4.6 6.8 6.6 

平均 4.47 6.32 6.97 
SD 0.58 0.66 0.67 
+lSD 5.05 6.98 7.63 
-lSD 3.88 5.65 6.30 

41 . 



護料,--2>璃虹譴和凜詞氣
BASIC RULES ABOUT KANJI 

Name 喜~~reい€

1. Kanji is written in a square. Even if it isn't written in a square, it still can be thought 
of as having a square outside. 

田
2. Draw strokes from top to bottom, from If)打toright in the following order. 

1 2 3 

; r I↓ 
1

2

3

 

芸一

Draw a square in the following way. 

1 2 

り「］コ［］
） 

3 

When there is a figure in the square, the line which closes the square is drawn last. 

囲 n
 

Fl 
曰 曰 開 囲

3. Most kanjis are divided in some small parts as follows. 

an inside 

e.g. 

e.g. 時→

an u 

an u 

e.g. 病

art 

4. To recognize kanji shape it's important to $ee the whole kanji as compo$ed of smaller 
part$~t fir$t and to pay attention to each small part. After that you look at each stroke. 
Then you can recognize Kanji shapes more easily than before. 

1-s-



固 This kanji is basicly divided in two parts, 

. ........'" ,4 _and -~~- ~~-
I・-I―---. 

口 Theoutside part is called the enclosure. 

古 Theinside part is one kanjl . 

Then this inside part is also divided in two smaller parts : + and口
+and口arealso real kanjis. 

固 → 口＋古（古→ 十＋口）
note: 古 Iscalled'old'In Japanese 

+ is called'ten', 口iscalled'mouth' 

@ 

]店
• ---j 

fl> 

□

―
 

□ 口

［ロ
4{, 



噂粁2-2?手厨国消言生註＼手氏
Name 化[¥,itvGt 

BASIC RULES ABOUT KANJI STROKE ORDER 

1. Draw strokes from top to bottom, from 1$廿toright in the following order. 

→ 1 2 3 ． 
• 2 
•「 3 

; r I↓ 

2. Draw a square in the following way. 

□ ロ
） 

3 

•-=————— ー
ー
↓

3. When there is a figure in the square, the line which closes the square is drawn last. 

囲 n
 

fl 
曰 同 開 囲

examples 

国 l n II JTl門同国国

時 l n
 

ロ＂ ロ
u

町酎茫 B主

時 時

牡一

ィヒ ← 牡丑丑
ノィ 芥 花

病
ー ～・ユ— r、「戸庁芹病

病病

1-7 



Name 

匝⑦

[ロ-

@
―

□
 

lil [zE] 
. 

[̀ ロ

t旦

廿
天土

壮
旦
ハi、杜一〔

土
↑ 壮／

・十↑

唸



＜噂料 ~-3 / 

宝鰈午鳳敬咀叩祗
Measurement o:: Eye Movement 

1. ? 咋 paration (approximately 5 min. to 10 min.) 

1) You wear the eye glasses with sensors to measure your eye 

movements. 

2) We adjust the position of sensoごs.

3) In order to make. basic calibration、thered lights (LEDs) on the 

calibration board in front of y~u are lighted sequentially. 

Please watch the points exactly. 

2. Measurement (a roximatel 5 min・.) 

¥ I KANJI characters are displayed sequentially on the HDTV 

screen. 

In each session, images are displayed as follows: 

(a) (b) (C) (d) 

(10 sec.) t 10 sec. 10 sec. 10 sec. t 
start recording data finish recording 

(a) Please rest your eyes. You can blink your eyes freely. 

(b)~ecording eye movement data: we notice you the start of 

recoごding.

In oごdernot to move your face, please don't replay to what we 

told except for h己vingany troubles. 

-During recording data (approx. 30 sec.), please try not to blink 

your eyes as possible as you can. 

Pごe-calibration: in order to make a precise calibration、watch

the red marks displayed on the screen exactly. Each mark is 

displayed sequentially. First, a mark is displayed at the center, 

and then marks are displayed at four corners with the clockwise 

order. Finally, a mark is displayed at the center again. 

(c) Please look at the K紐 JI character. You can move your eyes 

voluntary. 

(d) Post-calibration is performed in the same sequence as pre-

calibration. 

-4'/ 



In each session, images are displayed as follows: 

(a) (b) (C) (d) 

(10 sec.) t 10 sec. 10 sec. 10 sec. t 
start recording data finish recording 

［図妥ー4 刺恭渠言呈苛ご疇、J

⑰ 



く資料芍＞ 索語、長、
［漢字セット］

（ア）「固」「枯」「栄」「男」「届」「基」
（イ）「困」「棋」「思」「労」「居」「集」
（ウ）「個」「勇」「架」「宙」「準」「難」

噂麟成](!)漠雰再主予吐 ＠涙弯詈噌

「唯」「漠」
「嘆」「油」
「据」「洪」

③B記式晃這慌ー

［指導方法J Aグループにはまず構造指導を行ない、次に筆順指導

を行なう。

Bグループにはまず筆順指導を行ない、次に構造指導

を行なう。

指導方法を替えて実験を 2回行なったのは、被験者の数が多

くないので、被験者の効果を除去し、指導の効果のみを抽出す

ることを目的とする。

Aグループ (9/27,28実施）

第 1日目

9:30-10: 15 実験手順の説明

漢字認知に限った実験ということを確認

lテスト叶漢字セット（ア）（イ）（ウ）をランダムに呈示

↓ 

10:30-12:00 匿亙□「固」 「棋」 「漠」 「思」 「基」 「困」
この順に測定

↓ 

13:00-13:40 I学習 11 漢字セット（ア）を構造指導によって学習

↓ 

13:40-14:oo I テスト 21 まず漠字セット（ア）をランダムに呈示

↓ 続いて漢字セット（イ）（ウ）をランダムに呈示

蜃「固」「棋」「漢」「思」「基」「困」
この順に測定

第 2日目

13:00-13:40 I学習 21 漢字セット（イ）を筆順指導によって学習

↓ 

s/ 



13:40-14:00 Iテスト引 まず漢字セット（イ）をランダムに呈示

↓ 続いて漢字セット（ア）（ウ）をランダムに呈示

テストの後、 4級テストとアンケート（感想）

蜃「固」「棋」「漠」「思」「基」「困」
この順に測定

Bグループ (10/6,7実施）

第 1日目

9:30-10: 15 実験手順の説明

漢字認知に限った実験ということを確認

Iテスト叶漢字セット（ア）（イ）（ウ）をランダムに呈示

↓ 

10:30-12:00 置豆刀 「固」 「棋」 「漢」 「思」 「基」 「困」
この順に測定

↓ 

13:00-13:40 I学習叶漠字セット（ア）を筆順指導によって学習

↓ 

13:40-14:oo I テスト 21 まず漢字セット（ア）をランダムに呈示

↓ 続いて漠字セット（イ）（ウ）をランダムに呈示

量「固」「棋」「漠」「思」「基」「困」
この順に測定

第 2日目

13:00-13:40 I学習 21 漢字セット（イ）を構造指導によって学習

↓ 

13:40-14:00 I テスト 31 まず漢字セット（イ）をランダムに呈示

↓ 続いて漠字セット（ア）（ウ）をランダムに呈示

テスト後、 4級テストとアンケート（感想）

量「固」「棋」「漢」「思」「基」「困」
この順に測定

タ2



濃)-ュJ環年再屯テ吐芸屎

ゲ）v-7'"'-テスト テスト ilテスト 2! テスト 3
I I 

Aグ）レープ 17.7 (1.60) : 21.8 (1.67) : 23.5 (0.50) ---------------------------,--------------.-------------
I I 

Bグループ 14.3 (3.30) : 20.8 (3.08) : 22.2 (1.77) 

（）内は標準偏差

A
ー

Z
3・
チ
合

6

．
 

フ

D

D

｀
均

D
1
1

グ

積

平

s
+
-

グループB

韻紋；
？ 
10 

II 
/;).. 

DD 
ss 

均D11
平s+-

直咽箭） 慮麟訊）｛痢鱈鯰）
TESTl TEST2 TEST3 平均

17 2103) 23 20.3 
17 24 24 21. 7 
19 24 23 22.0 
18 20 24 20.7 
20 22 24 22.0 
15 20(呵 23 19.3 

17.7 21. 8(:i.2,7) 23. 5 21. 0 
1. 60 1.67 0.50 

19.27 23 .51 24.00 
16.07 20.16 23. 00 

⑰営昏祈） 胄蒻飼（麟叫）
TESTl ST2 TEST3 

18 23 24 
18 24 24 
12 19 21~ う
13 23 23 
16 21 22⑮) ， 15 19迄〕

14.3 
3.30 
17.63 
11.03 

8
8
1
6
 

.
0
9
7
 

0
 
.
.
.
 

2
3
3
7
 

2

1

 

7
0
3
7
7
3
 

．
．
．
．
．
．
 

1
2
7
9
9
4
 

2
2
1
1
1
1
 

22. 2 (:n,7) 
1. 77 

23.94 
20.39 

（）の数値は構造を教えた場合、ある部分がある部分にまるごと

おき変わって再生された場令を正解とみなした数値。

ぶ3



（表~-a] 戸ほ環、の分 散 分 析 表

赤冬 動 因 s s df MS  F 

主 効 果 ： グ転-,o 3 2. 11 1 32.11 2.26 

誤差 ： S (7', し,7り I 141.78 10 14. 18 

主 効 果 ： 〒対ト 309.56 2 154.78 94.12 ** 

｀ 交互作 用： 71しつ゚X 予心 9.56 2 4.78 2.91 

誤差：予ふX S ( 7ヽ 凡:-7~) 32.89 20 1. 6 4 

全 体： T J 525.89 35 
ぐ和含ol)

一 ／
ロ
二
／

ロ
三

⑤ 

［図9-.-sJ

凶

おきかわI)鱈列
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心―ニ三
ロ

[

[

 

f
心

憤双＼回目）
正しく産生迅心、応し

靱祠祁で,~ヽヽ・

It[93 
［町（直］同）

正しぐ再屯さ収で1ないし

謂痴もさ収てヽヽぼ\I•

,+Q~ こ／

巳回目）

. ・-s・..... 

I.I、II I I'ク凸丁...,,..._、 9

： 

、'、,/

げ国'§)
瓦這戸吟均迄改、に

瘤れ疇店表琴うにもな平・

... --・---
I,;/ 

生ーシ

炉：
二 l
'°--3/ ,; 

二 6

.l_:, Cr 
, . _..-

_,・. .., .--・・ 
,.• _)----

. ---・・ 

＼ 

(泣日） （暉回目）
正しCは 再 宝 如 ¥,tJ:'¥Iヤ¥'' 正し這土叫t-;::-,

廿咋怖-1;:菜孔砂を '-v"tt1 ::Z 回恥同諜\~サ疇粋応災

謂、柊してヽヽ~- 畔界註知祁認知てい 3.

［国—b 〕芯厨テス~I (罰鱈違恥7スト．印姜麟t餞莱炉咋凸世Joi中て`‘
瞬が｀正し＜再屯さ屯る改、に認蜘•さぃ召衣遇経

ぶ「



［素l
割定 I(学唱前）

洩'¥い（構造宣嵩

算麟匂迅喜嘔 2責平和
［図妥ワJA?'しし→゚ （請這指途にむ疇 Iを．

同周這輝噂冤蓬鯰汲 心

渕定 f(南訊）

直 1:2.-S-J 厨` ＼`ビ7゚ （認学麟喜にぷ汽噌

団菊麟亨｀麟瓢
い這認噂已遭哨注行平)~

虞） •l這叫、デ
こ0)ような芦炒、閏噂い、＼‘叡疇囀高知疇釦吋

遵俣I汽噌詞）;'¥j: A加 70も的`｛に7叱注租、はた這吠｀デい、さ

麟 2.(A -i¥1..-_,,0, 吋紅疇砂芦宇麟い疇言営噌囀疇賢児疇亨・
介加7宍砂臼゜違囀紐い文きな美見洩叫 n

Al本へんい <.I)げ恥況吏恥％として円が¥='.;迂見い）注 L"tllj.

Bl古っぐ） d冦噂区怨心翠ヒ巧）＼含屯恥滑知 I,-1' 

珊淀~(A,'尼7°1噂喉森姜．舶1\し咽疇釦謬にい和腎奇国ま只'\,:t
Aァ'iしーザは. Ai''iし-年兎1)戸疇浪年、‘‘一厖恥己叫嘉叫這．
砂しづ゚ ＼ま. .A7"1し—巧遥帷豆 1~屈応：：：／迄複t"1,因和砥覇・が見ら知．
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［恩＼
痢釦し茸唱翫） 迫嗅叫嘱虹活埒\~邁咽俵）

C 00 .2. —ワJ 、A ブ'1し→゜閏—祁駆戸届9叩茸遥租嘉こん

刻釦直唱愉O

ぃ、7t-)o I芦紅、.~oiJ: う写ラ這，も応叫疇羞瞑事疇麟因

褪り笑'2..(: 噺祖謀迂邁咽名） 珈＼足祖髯虹痣ヰ汽営灼

ー、

魂 1¥産巧鱈疇心葬郎）

ー、▼

／ゞ

〔団 2.-~J 厨戸°閏翠認角噂囀知噂凡

嘘l¥釦直噌訥沢＼字・A露つも鱈7戸霞、畔環砂髯が＇ってい 3

苺炉ぐ翫¥'JC和¥し責疇..A和 沿 祁 醒 繕 .¥3 7い辱 恥 紅 心 濱 賣 責譴）
印｀＼口゜ぼ文浣が恥吋血，ふ環ぶ沢団→咋茸．勺心硫央郊I吋心知ふ心ぷ泡志ゎ1''分布 l硝

厨＇（ゾ7゜戸四咋罰護·\)\~ャ狂・尺心臼疇雇疇中してい~-

汲惇ぅ「厨＼平7';しイ汀翠

A礼,,.-,゚ しげ翌ェ這咋六
斑麟）村年1\、さく年 ~--l}責．

炉¥し-デ＼ず A加 7°11翁＼戸噂に）ヽ？
≪ ーシが翌駆以~ヽ--(_\ぶ
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「漢」については、測定データーを見るとさんずいの左側に沿って

注視点が集まるものとさんずいの右方向に集まるものの差が顕著であ

ったので、横方向に画面の左から第二画が終わる所までをXO、そこか

らさんずいが終わるところまでをXlとした。そして、 Xlから労の部

分を縦に二等分したところまでをX2、そこから画面の右端までをX3

とした。次に縦方向に、画面の上端から第四画と第六画が交わるとこ

ろまでをYO、そこから第十画の下端までをYl、Ylから画面の下端ま

でをY2とした。

YO 

Yl 

Y2 

X3 

［国 .'2.-~J

「思」については、横方向に画面の左から第一画が始まる所までを

XO、そこから第一画と第三画の間を二等分したところまでをXl、Xl

から第三画までをX2、X2から第三画と「田」の右端の縦の線分の間

を二等分したところまでをX3、そこから「田」の右端の縦の線分まで

をX4、X4から画面の右端までをX5とした。次に縦方向に、画面の上

端から「田」の上端の横の線分までをYO、そこから「田」の下端の横

の線分までをYlとした。また、測定データーを見ると「心」の部分の

第九画の点の部分の上と下でも注視点の分布に顕著な差が見ら・れたの

で、 Ylから第九画の点の下までをY2、Y2から画面の下端までをY3と

した。 ｀ 

XO XI X2 X3 X4 
YO'I I I I 

YI 

Y2 

Y3 

［図2-ID)
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(~ 烈。

乏 4.00
営 3.00
頷
注 2.00

1.00 
o.oo' 

!;:;l~_g. 
妥~>-

疇注刊戸吟1~3
丘 匹 和狐）

捻停留時間

9.00 

8.00 

7.00 

6.00 

に111111~
3.00 

2.00 

1.00 

0.00 

函点< 丞雫"' 旦令< 母喋"' 咀索が 栄坐m 

-< "" 
被験者群 食

昨 直度 碍這 忠中 部恥 茉如 知疇TALI:.5Dを
ぬ 吐Lt.qyi)

為雇冷疇に＼字太きな‘麦」⇔‘` 良、ら屯拿：：証噸叡る

臼糾苧函詞It.表内繹I知蓉伍蒻苛し仁知

浮虹、、心噌嘲珈鈴tり如泥恥却蒟
、9胆）一つ一つの

園之ーハ］ゥ','レデ町鐸彗l遺 う鵡騎和 夜ん



(a) 魂I\~\(_苧邸）

(b)急l産込
＼屯四碍＼亨3架跨輝)

(sec) 

5.00 

4.00 匡

3.00 営
誼

2.00 泣
1.00. 

o.oo 

(sec) 

5.00 

4.00至
総停留時間

3.00 堂 9.00 
2 . 00 頷迦

8.00 
1.00 

0.00 
7.00 

6.00 
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屠方項料〕

本文には拿めることが` てき↑J、か手が：東、聡磁麟て＇｀碍られ在他噸味忍

テ'~1ーや本文も袖｀足壼咀謬テ｀と1ーもまとめて示してお'(。

l , デスト姐恥眼謀曼勁

成練_.l:::.A誼糾マ） 成‘報訂疇砂A)
図／ テスト成績と眼球運動

営習莉ド行われたテスト 1 改積以立者はテ叶 I 直後這笈'\~
ぉいて．ぅ柔視悟、吋多豹貶国が狭い図 I)。これは．漠言祁知能、カカゞ ｀

眼乖蓬粛に反咬するこt.を示喉している。

2、営唱前後パ艮諏運底ぷ足化」

0) 汀ヤヽ｀｀すすむとい疇視点， O)~芹哨時閏虹長くなる（図 .2).

~)嘴哲がすすむと漢与令体文見表す蒔即渇（なら（国 3)。

(,3) 営噌研すすむと．注視，恥衿煎が｀ヌムーズにな~(図 3).

倍）新い＇ぅ菜ぎに対しては味知胴臼這麟崖召這的（図 4),

ある含臼平郭I分喜に含視倍1ャ翌集中する最冷（国ぷ）tが見ら収f-:.。
これは．営唱 Iヰってぅ愛知部分が-~\::ま）t恥て詑憶、され在ことを示しで 1ゑ

中孫労唱考日本人も却四殺各に対して＼まあるか占阜罰分：：：た\~ぅ封見存，1

が集中している（図(, )。このこいま営習I:::.J: 哀祖芍噌君ゃ圧苓廷叩茶の

汲茸迂音釘’っOP-千辺訟碍恥恥虹たことを示すもO'¥と考えられる。
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学習前 学習後

図 2 学習後停留時間が長くなった典型（念I,,マ）
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図 3 学習前後の眼球運動の比較例 （禽bィ）
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斗淳習者(5心?) 労噌後（袖ェ）
図 4 未知の渡営に対する眼球運動
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J. グ］に7゚ 別に見在営噌選し程ど会視悟、嘉怠

u)営習迅程と注視点ぷ転き吋変化(/'応-/i追鰈叫．院～籾）
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嗅l¥定_3(営唱後）

b へ IV手1--
／ 

再び,r: ゃ咬，も、付如こ

謬#.ぶも迅て知

6 ~ID砂
臼ガ五0¥コーXe.科）返Lて
¥¥る．

0・"" 3号 3,'"¥,. f, 砂 6<c.- ID砂
畷 2雌紐如＇し直）衆与を知涙して＼ヽ るヤゞ ！ 恥‘叫和ず直I咋和

沿 見釦咋江ば岐2噂＜＃賛． コ食疇点，咽＼辮ャしていJ.

クO



Biルー7°(s¥,¥b.イ）

測定＼（営習蘭）

;s-

0 "--3号

湧夜2 (既唱）

6
 

D・"'"'3砂-
外同邦む逗~.討ヽ 衿稔

してい~-

測定-~(営唱後）

<t-. 

D・""'3号

3'"¥--£ 砂グ
()-.,,f, 初）疇翌遠を見衰しで'~.

s 

恥［秒｝

胡松活界遺畔l::.

袋1本森胚I咽］ま-¥A-fs:c:::うで
忌邸心衿託

:5 r-v豆し
6t.Y訳を通）渫茸を見、ぅ涙している．
譴ァ硯峻1-e籾梃しt渾 q

玲合勺を見℃てヽ るヽ

lo 

{, "'-I芍レ
捏が‘多＜煤ま平祁沢

匂に祖汎てヽヽ~-

知‘多＜二，口てl,~l~~
滋知、が‘和］か＜祖約している．

6へ lo砂
屯部嘩知淀い江
叩 即 心 這知沼弱

71 



A7'化ー7°cs心．マ）

測吏 I(学習杭）

0 ,'¥.,, 3秒

遵り笈ュ（未営唱）

D ""3 砂 3~6砂
直形葉房令体を見渡し臼． もう一度．冠譴秒芍寛認、匂

鱈翫もかかわらす:・7.幻デ鴻如 莱沼全体辺見衰口心．

界してヽ るヽ．

渡＇＼定 3瀦唱後）

3
 

":l A---b号
帝芍厨貪ぷ拉クを
ぅ這釦ゞ 冷．区希葬しで‘る

b'v [O封7

r尤逮伽冠、村丸心餞椅n

郵砂` 今べ‘‘狂：：：ぅt泣立
が移弗してヽ·~-

b~/D秒
細か＼ヽ祁知磁骸、して\\~.

O"'----3号 ぶへ、 6手少 も"--/D秒
0吟筍紅‘ざ病緑訊視していら。

沿桂忍和顧頑如瑾知してい~.

ク2.



割足'(営唱前）
~ 

{, 
2'l 

0・"-./う砂
r加埼誌印g叫が｀

移科

捌笑2 (知営唱）

D""----3手十
／ 

泄］史3(営哲後）

B 7'¥レープ (s以b.J¥)

う～峠ク
鐸 t即度してヽ るヽ

3 r"v-{号
翁(-::.'(んえ祖点、か‘‘

秒助しTいる．

00..-3¼l／ 
j ,--__も^砂

四少李五｀戎醒如—函浪表して峰．
Sv.l>・マ ~I釦籾、やや訟ムスtJ:豹心をネしてヽ,~.
叫、マ堪）走 3~秒和紅は-/i,-11。

3
 

l~ 疇）
寿濤liJ心祁．彰!~~-j:__\-:;.
っ迂:f咋芍已苔舷、ャゞ｀頷いこ

衿豹

6~10砂
糾ふ匁速な捻ミう¥,
~ 点、も亮土ている．

も---ID砂-

ク3



A i'iし一7°cs心．了）

測知（学習前）、6

ヽ

J
 

0 ,.._.,. 3砂

新尋兄疇年細ヵ．、．＜
謬品沖積ャはいる，

渕吏2 (瞑嘔）

を

7 

ジ L号
項も魚茸逍希：す．

bn....lv紐
／ 

毎ひ‘兄噸I咋ぅ叩が‘

恙晒¥(.*積ャ

ヽ

0 <'¥..-3秒 3----{, 砂
臼令て苔菜宝も短⑲l的に見渡している，マらに如4年`
恥珀:·~-0\ コースも見滉して 1も知噂叩応
叡-~改差してヽヽ砂：：：うに注浪恥況j;}:;,-r 、'~-

渥直3(手督後）
~ 

ヽ

も..---.iD号

0 ,"-., 3釆l、
／ 

最和3命即＇芍峰翫羹
し℃心。特帥屁囲は池浚1J!.り
狭＼＼，

~'-釦仕
／ 

{; r"¥.., i o祠
／ 

急咋導環．再び｀

咋粗這叫噂葬
していよ．

クヂ



11 

測定［（営唱栴）
s-

3

、

い:
知い芍迂：：ー ャ噂此

通慄ぷ既、）

B i'1し一7 （゚叫．イ）

＜ヽ
ュヽふ

O""" 3号
芍心料寝野‘凌差しt=-')

ふ` 集`ま詞してヽ 1冦餃さ含視点伏

釦噂転

剛定3(営習後）

3へ 6手七／ 
和祁知線分＼＝虹
j::.七ヽ汀：I¥呼翁していう．

ヽ

ジ丑号 6~10砂

文炉訊炉.7涵恥必辛祁註鯰(.
双叶弓和してヽ るヽ、

泣裕支が` 名翫Lていえ

00..--3砂
渫知ふ祁も—忍してい$,

、ぎ

t""'10全ト
／ 

澳直晃笠:'1<.建叩
いる坪分を紐豆褐Lて

い~-

3 ,.,____ 6砂
知研1:0~3芍這ぼ` ＇

即'/、~-:;-、バ窃釘して..j, 

窃氏検叩 Qrc,3秒砂＇応．

).. 

b A...,/D手ト
／ 

さ応恥郎Iぐテ吋‘

麟知玲遵船して
\'~. 

クぷ



測定{(翌習訴）

ハゞ
0'¥./3紅

／ 
油"J(/\~ 羨／知冦して＼＼て
：：：み 11て\~と巧1含叫ヤ9ヽI

ぁ7まる．

測定2(未党唱）

A iiレーア（冨．了）

-6 

-3 "-も秒
閲命伽叫形を見てい~-

0 """--3秒）
最初既げ恥:'ii見魯如中史ヒ r

3 "--'6和ー
／ 

和疇炉斎J 免渡ばヽI~. I\)'_,~ 消応咬詐託螂

測知（芍噌後）

0 '¥./"ぅ砂
玲即｀国亙環的1-::.
見ていう

輝顧ャヽ｀、応
砂澄如、ヤヽ ＇弁租 Lてヽ,J

な況滋．

こ嘩的 ．叫ヌド返似してい~-

3
 

V. 

る口°秒
& 
1111ヤ洩が多（知?L;,a
脊和複雑考和”

~ 

占 t,"-ID手〉
¥¥lヽ ゃ亙のはね．ま七＼，；ている
と：：うなビを碓認、してい~-

L
)
 

. ~n.... 6号
後叶"---10砂はもう一度字を見渡していさ．

い (Dり

?、



渕癸j(学習前）
ら 2

Bブ'1レーア（鱗.t{) 

ハ~7
？ 

0 r-.--3手ナ ぅ ~b 分
知和6令豆戸外形tふ這瞑疇弱

測定2(朱営著）

9 It> 

3

¥

 

い膚 3砂手少

線1-=-°'t,て注祥ふ、‘‘祖如して行，てヽ るヽ．

到応（党哲後）

3
 

ハこ

/0 

0 "--3号 '3"-'も^秒
6秒咀で‘全体を→迅）見渡している

い辱｝

線釦交差しr"'リ．点、が`ぷ集
底）す項冷ず印研＼苓応

移和

¢叫姐

凰嘉．な応
／ 

ふ唄ま3と：：：
勘叫

翠呻
昧＂屯視しャ,,,

II I之

6....,10砂
鱈這蓄してI'"8・

77 



A 7''1レー 7°(s心マ）

魂慄＼し釘唱箭）

0へ 3号 ?・" {; 砂
椋 嘩Ii;-¥ミそって叫ぶ.!t:..""f-[::.号豹していa.

測定訊既習）

a "'3号 '3~b手｝
麟呵野宜均祁戸．次咋恥‘•砂戸翠E
1認＼尋町ヤ辺丸てい;,• 

遇~J定_3 (営噌後）

0 ,-.__, 3号
ぅ茸註は和藍翫疇l"'-

荻心，て来てヽ\~.

ク3

う～じ和—／ 

b 0., iO砂
禄遁l翡冷m年ま，てヽ、3

苓衿~1:.細ヤヽ ⇔這点が病和

も,,,..,___,10砂
後半心衿喝礼再び＇文沼森
"ttrヤヽ:~て薙認していさ

も ~10砂



B 7''rレー7° (Sl,¥b. ,1) 

渕定＼（営咽荷）
l, 

牢
0・"'-" 3サ う"'-----6砂

涅舒遺冷這坪T囀砂を
＃視、ぶ知如冴蒻りしてヽ\~.

洒凜2(既噌）

牢
0'I_.,'3号 3'"'¥.;t砂

麟疇杯泣翠魂lpo, 吐賽違分這心這らを
丘っき幻溝分を中外以細lJl( 注祖皮如和国もし℃1,;i 

含液点、V¥'衿転lでヽ .3.

割知（受昔後）

牢
0'¥...--3号

視＼産 I.~哀 GI R1国~.J晶釦
翁託,'):._に迂±...~祁I飢：：：叫ャヽ｀`
ぁ和汽囚稼転は科忍¥"J;"ヌいスず総．

? -c...&手｝
直豆い昧訂遵祖ふ、→

共和心。

？？ 

ぃ[D和—
／ 

閲噸魂'ii吐 1疇珪蝕
中央葬峨噂恥滋悠してヽ,3.諮 t
ぅ叫ヤ,'恙翫cす雑ャして''~-

6 "--iO手l-
禎甜ふ芦心、戸‘冥
!=1知Lt,ヽ~-

い io砂
ぼ」祁が株砕＼咳主祖か‘

4i,'"l..¥,:}. 



Aブ虹デ (S心，了）

渕釘溝哨活）

D這砂 ジ→砂
丸環ふ‘斉知知年齢吐籾滋'ir知困畔搾

釦嘩叩旦§パ年6命応~~囁心峰

測定2(未栄誓）
ぶ

Q・---3的
味祈評分芍頃か衿勃
ぁj..l)弗い叡き＼がな¥I

剛知（営咽後）

‘々

い商）

3只号
宝 a奇記、舟ふ知印ボ硲I=まず‘

迂加、が集ま＇）．咆知砂ボ暉を坦移。

四絆＇字ま囀＼知0)1叫？冠疇r~·
が考怠 か-·~知．視:W-j的Fなベ
知、、a,

い ID砂
もう一度暉責四知
粗冷砂旦苺諒して心．

叫昂虹年1陣l-=
荻<r), てヽヽ a,

o~3号
涅慌1 、 217\~う＼囀咋柿叩
記 1逗視知和＜吹｀＇は如．

疇j)':;¥::...J¥:'l阻＼翁磯株免し「：：：炉＂
移勅してヽ らヽ，

J n.... 6采ト
／ 

もう一度ほ,~·-o~ぅ秒 tf\キt"!
ノヽ咋ーシt:.<t)かえすよう¥-=-.祖冴貝点が‘

怜釈して 1ヽ~-

6 n___. i 0采I~
／ 

芯 I::もう一度肝恥
蜘 <.Iげ況して注叫吠

祠和してい3

肋



Bブルー7°(5心．ィ）

測知（差噌前）

7 

D'l,, 3秒 3、.....-6秒

汀穿恥注祖か｀宏考斡してヽヽi;,.

測知（蒻噌）
ヽ

~ 

f
 

,‘b 

3
 

,
b
 

LO 

b'""¥.--屑少

” 

D'¥...-3砂 3'-'6砂 い噂
O"-'践加｀｀外同祁己疇が
涵）蒋恥してヽ '.}.

キ立祁／分へい這克ヤヽ ＇謬ヒで 再ひ芥叩這韮して
＼ヽ;..

測走3(誉昔後）
t 

'J・¥/"3砂
疇予、外祁改~\翌辛視虹希昏ャして\\~。

3..._且手少

希澤狐這慄¥• .l,j:1)珠ごらていさ．

J-

3 

6'c,. (o砂

ふ／



3 -¥幻各営若後にあ¥Jる最恥も秒間芦視点舟釣

Ai; レ-70

（ふb,エ）

（念げ） 0~:3分｝

（紬、オ） 0"-'3芍 3~6サ

n1 

s
 

C~b力）

0 ~3秒

O A.,,-3牡7

6
 

3 ~l. 秒

古
:l~け少

3 --...-b砂

測知（瞑咽）

喜彼瞭底．ま咋尋合を見て七ヽら
咀年叫臼和咋恥ぃうように．囀祝
I ヽ??-::-ヤヽ切以てヽ•~.

0 "--'3サ

- -

＼ま以心‘秀お視点、ャ考知し"iIヽ芍1ヽ．

古

ジ~t秒

古
a•~ 3令ナ 3 "--ば｝

S 

.ti 

6
 

0-3サ J~t秒

,._ 

0 ,--,___,3号 ぅ孔号

割い（臀菅後）
0咄芍憫噂．す点噂験業が芦旺ヤ,~
加平衿唸砂＼噂ふてヽ るヽ，

~2. 



Bi・1レ一70

Cs咄キ） o.,..,__ 3砂

(S. ふ、イ）

(S吐．ク）

D~3砂}

（叫-T)

D~縫｝

:?""¥,, も弁

'l. .'--古曹
恥ふ秒

, .. ... 

古

0 ~3抄

3 -v6号

古

ー

3
 

0'"¥.,-3砂

古

J 2 

ぅ～げナ

Orv3号｝ 3~廷｝

a
 -— 

D~ 3砂 う'"¥.,-{,サヤ

~s-

:3...__,..(, 抄 0~3号 3 ~&砂

凋）定2(既唱）
衿卑~1..::::;→l古さ戸‘逐達疇．

測定ぃ賛後）
叫,,{ I::_鱗，ケは Ai'.ピ 7'硲掛＼走20¥I (7→と

迂祖ぶ秒弱q心→が‘似てい~-

ざ3



A7・1レー70

(Sub. エ）。 ,......3砂

（叫，マ） D~珊

(Su.b. オ）。 ~3サ

3---.....t砂

和けナ

3 ~6抄

41 / 、
cs油．ヤJ O'¥..--3砂 ョ""'6秒

衛浅咋)-::に見ら如てい~-

測定 2 (未受唱）
叙：恥祁分をむ知、~\己茸註、ヤ、お知しで 1紅騎t.
別呼分ヤ＼む芍叡して、1ぅ喝令曰い収

3
 

o~3抄

7、
恥哀手ク

Q~? 砂

0~3砂T

:3 ,.,__ 6砂

/~ 
ぷヽ 6封

い（秒

"3 "-'匂

剛史 3'(営暫後）
ほ＼ざ,,釦誌膏Iかを紐紗疇祗虹玲底して''~-

ぎク



ドブ＇ルー 7.0 

知註） o~3i";1 

(5し,b.イ） 0 "--3砂

(SLlb; ク） 0~3砂

~-----碩ゥ

低亙謀咋、し拿紅が‘
ぁ3

ぅ •"'-'t>号

遠苓遣埠ぶ見てヽヽう、

3 -----6牡

戸`屯知沼：：：
含 k..''咎中して113

図．け） O n...3サ 3~勾
糾う速廷塁l苺祖
点が‘咤中し'""C,I\~

通り受2・(ま営噌）
鉛麟疇視待、が祖戟Lて＼碍冷這が

知謬叩這ふ咲寸してヽ碍ぶ’見坪ふ

ぁ¢

D /¥./ 3号 3豆砂
衰ャ使、＼さもて芸叩ャヽ 、も街，v-C.いう

Orv 3秒 :3 ~£ 砂

応 3砂 ":3~砕｝、

/~ 
o-~3サ :J~ 6号

凋慄-3 (党咽後）
左這燭lif這汲、e~\逗氣知吋穆月廷う\-::::.
tふて心．



Ai', し-70

（叫."L) 

(5心．マ）

(Sv.b. オ）

（叫，切）

o ,.,_,3抄

0 .,.,._ 3秒

0・~3秒

ふ互｝

凋i¥知（取喩）
諒？瞑ぷ．尻棒永遠疇戸更を

ぅャ全茂恥移豹させ9ヽ る。

D'"" 3砂

3 ~6抄

全謎~-呑tんビもがま,,・

3~6秒—

a-

3~tサ

0~3サ :J~6的

測衷炉）がら＼合窃返0) ~ 視ふ喝17-,,ヽg、'・

名鰭旬滉いぶてヽIる．

.,_ 

0 --v~ 的ナ

2
 

0 A. 3サ =] ~6手ト
／ 

3 ...___ Gサ

0 A,, :3号'3~賣

湧l.)定3汽噌後）
令祖虹•ヽ臼噸 1-:: r~ ふ 恥 炉 パ 心
？聾鱈I吐かも狭紅疇祖国食させて

rヽ



B 1'iレープ

（叫キ）

:11-

(5心，,{) Qr,,-3号
上ヤ知‘戻～砂這
ヒ滋細吟這ふ叫

‘、

0 ("¥... 3砂

ヽ

J
 ぅ～託｝

和禄串絞恥氾ね
l:,::: 桟＼つ 1つ匹が溶bいて,,J

ヽ

（叫.7) い 3砂
係ェ藩如党芦祁ふ、:•
羽筋

ヽ

3 "'-6号—

3 ~t秒

叫．片） 0 ~3サ 3~l秒
嘩硝応翠し1豆 叫，怜 1~·同様
知卸噂恥咋諒祠スト嘉革襄ず

測定2(既咀）
禎雑呼餃這奴幸祖点~'1'知してヽヽ:).

3
 

応 3砂
号よ和囀心臼ふlj呑さ 和 6抄

尋紡l芍填ゑ~'炉祐して"l·

,
0
 

D -..... 3手少

沼峰知泊豆、が漠
3 ..___号

叫キ．遠1誓抄）吼
弗装翁¥:.,,船交差命
と：：：：沢1つ1湿叫、ヤ1慟>¥¥
てい iて,,~.

‘、

サ
r
b
 ～

 

3
 

ー，少令3
 ～

 。

割走'3(営習後）
0~71恥‘`弘,0叫知冷知吠角峰郭漣我的t-::

叩，、を移筋之せて 1ヽる

約〉



A 7'1に 70

i

、（叫．ェ） 0~3芍 3~ばャ

下祁て唸視知潟翁

（念b.了）
7 

0~3号 3~ t秒
ゴ祁，百祁婢輝呼央福¥--:
ねなヲ印うか‘ある

I 
甲白

（叫.17)

（油，-;f) 0~3秒 j~6秒
畔1'il"C,百料＼遠脳 恥び泊知癖該1社浄
に宰叫、ヤヽ ‘切％

0 ,..,__, 3キャ ・3,,___ b手I—
／ 

埓戸枷＼遠釦這ふ疇釈這細

測定 2 (未営菅）

田 田
ハこ、ハゞ

0~3抄 3~£ 秒

浬如(D-v3"秒）研雑此 ＃祝し、-v-'御いて＼咲＼．
l祖 :r-¥心-オさが西鱈ゞ
せ釈名訟` 炉序てヽ ヽ3・

0 "-号和¢砂
霙咋同北叫鵡再び吝矯恥癖見

芍せていa. 点訳` 、よ

テヽ

o~3砂
豆詳し下祁達栽'-j¥-:.
注叫、ボ衿的

思
?i .,__パ少

田 田
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痢知（咲噌後）
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4旅験嘴君月間の眼琴｀翌香兄旦鮫(p.~ よ ~p100)

Ai'ん-7°(S心マ）と釘'iに 7゚ （叫A)の各誉喩過程にあ｀げる

注視詞如凸噂を非誉唱者バ柑疇賢危．日本椅比較する。

日本人：文学ある郭霞（文閉遵呼噸）に注視釦、が集まる．

輝鍔者：文平ぁ胡vか這叫、が集ま鱈邊令とー文茸希尊分毎

に注視点砂分かれて災まる◎場合とが‘見られる．

加喝合、塁コに代表されるように翁ぶが知平．こみ入っている祁侶

中心‘吋如這視知噸寸する。日本人ぷ這倍、遠恥和ほうか咋分か

び）．快も文言全体叶噸日注寵している恥姜畏恥見ら饂．

＠遠蜘叫筵囀される．砂吟環まている方叩、畔輝砂‘’

鱈駅｀あるこいから．ゃ済朽疇砂渋房這武｀要索廷て正嘩に祀握さ

れているこtが` うかがわれる。
望マ芦．イ囀衷3 、 Sふ詞秘＼定吟1~クーは②＼逸っ'<殺沿考えら饂

Ailに心叫．エ好‘ータerね"--Pf3). ふb了磯l知寡ば①l嘩似して

いる。

非脊訳：含視点は．文於体に応紫、森序喜膨している、
邸い噂国（営叡莉）叶·~1ーは. :::.0)非労習者吋:_,ーに類似している。

（益マl古．唯凌直莉に行らK-r可ストIc7l炭森か'.'よ17'7i-;::。）

9Sl 

暴

-
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